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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの心臓活動を分析するためのコンフォーマル心臓センサデバイスであって、前記
コンフォーマル心臓センサデバイスは、
　前記ユーザと結合するように構成された少なくとも１つのフレキシブル基板と、
　前記少なくとも１つのフレキシブル基板上または前記少なくとも１つのフレキシブル基
板内に埋め込まれた少なくとも１つの心臓センサコンポーネントであって、前記ユーザの
皮膚の一部分に直接接触し、前記ユーザの前記心臓活動を示す電気活動を測定し、それを
示す信号を出力するように構成された少なくとも１つの心臓センサコンポーネントと、
　前記少なくとも１つのフレキシブル基板上または前記少なくとも１つのフレキシブル基
板内に埋め込まれた少なくとも１つのバイオメトリックセンサコンポーネントであって、
前記ユーザの前記心臓活動を示す生理学的活動を測定し、それを示す信号を出力するよう
に構成された少なくとも１つのバイオメトリックセンサコンポーネントと、
　前記少なくとも１つのフレキシブル基板上または前記少なくとも１つのフレキシブル基
板内に埋め込まれた少なくとも１つのマイクロプロセッサであって、前記少なくとも１つ
の心臓センサコンポーネントおよび前記少なくとも１つのバイオメトリックセンサコンポ
ーネントと通信可能に結合され、前記ユーザの前記心臓活動を示す前記電気活動および前
記生理学的活動の測定値を制御するためのマイクロプロセッサ実行可能命令を実行するよ
うに動作可能な少なくとも１つのマイクロプロセッサと、
　前記少なくとも１つのフレキシブル基板上または前記少なくとも１つのフレキシブル基



(2) JP 6711750 B2 2020.6.17

10

20

30

40

50

板内に埋め込まれた少なくとも１つのワイヤレス通信コンポーネントであって、前記少な
くとも１つの心臓センサコンポーネントおよび前記少なくとも１つのバイオメトリックセ
ンサコンポーネントによって得られた前記測定値を示すデータを送信するように動作可能
な少なくとも１つのワイヤレス通信コンポーネントと、
　前記少なくとも１つのフレキシブル基板上または前記少なくとも１つのフレキシブル基
板内に埋め込まれた少なくとも１つの治療コンポーネントであって、前記少なくとも１つ
の心臓センサコンポーネントおよび前記少なくとも１つのバイオメトリックセンサコンポ
ーネントによって得られた前記測定値に少なくとも部分的に基づいて前記ユーザに医療治
療を提供するように構成された少なくとも１つの治療コンポーネントと、
を備え、
　前記少なくとも１つの治療コンポーネントが、皮膚軟化剤、調合薬もしくは他の薬、生
物学的物質または他の治療用物質あるいはそれらの任意の組合せを、既定のトリガ事象の
発生の検出に応答して前記ユーザに投与するように構成される、コンフォーマル心臓セン
サデバイス。
【請求項２】
　前記皮膚軟化剤、調合薬もしくは他の薬、生物学的物質または他の治療用物質が、前記
ユーザに経皮的に送達される、請求項１に記載のコンフォーマル心臓センサデバイス。
【請求項３】
　前記ユーザに送達される前記皮膚軟化剤、調合薬もしくは他の薬、生物学的物質または
他の治療用物質の量が、前記既定のトリガ事象の前記検出された発生の大きさに基づいて
校正、相関またはそうでなければ修正される、請求項１に記載のコンフォーマル心臓セン
サデバイス。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのフレキシブル基板上または前記少なくとも１つのフレキシブル基
板内に埋め込まれた少なくとも１つのフィードバックコンポーネントであって、前記少な
くとも１つの心臓センサコンポーネントおよび前記少なくとも１つのバイオメトリックセ
ンサコンポーネントによって得られた前記測定値を分析し、前記分析された測定値に基づ
いて診断情報または他の生理学的情報を前記ユーザに提供するように構成された少なくと
も１つのフィードバックコンポーネントをさらに備える、請求項１に記載のコンフォーマ
ル心臓センサデバイス。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのフィードバックコンポーネントが、前記ユーザの総合的なフィッ
トネス、ＶＯ２最大値、心臓血管必要量、エネルギー消費量、活動レベル、睡眠の質、ス
トレスレベル、心臓の可塑性もしくは異常または呼吸障害あるいはそれらの任意の組合せ
の表示を前記ユーザに表示するように構成される、請求項４に記載のコンフォーマル心臓
センサデバイス。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの心臓センサコンポーネントが、心電図（ＥＫＧ）コンポーネント
を含む、請求項１に記載のコンフォーマル心臓センサデバイス。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのバイオメトリックセンサコンポーネントが、加速度計モジュール
、ジャイロスコープモジュール、筋肉活性化測定モジュールまたはそれらの任意の組合せ
を含む、請求項１に記載のコンフォーマル心臓センサデバイス。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのフレキシブル基板上または前記少なくとも１つのフレキシブル基
板内に埋め込まれた少なくとも１つの電源であって、前記少なくとも１つの心臓センサコ
ンポーネント、前記少なくとも１つのバイオメトリックセンサコンポーネント、前記少な
くとも１つのマイクロプロセッサおよび前記少なくとも１つのワイヤレス通信コンポーネ
ントに給電するように動作可能な少なくとも１つの電源をさらに備える、請求項１に記載
のコンフォーマル心臓センサデバイス。
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【請求項９】
　前記少なくとも１つのフレキシブル基板上または前記少なくとも１つのフレキシブル基
板内に埋め込まれた少なくとも１つのメモリデバイスであって、前記マイクロプロセッサ
実行可能命令を格納する少なくとも１つのメモリデバイスをさらに備える、請求項１に記
載のコンフォーマル心臓センサデバイス。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの心臓センサコンポーネントが、前記少なくとも１つのフレキシブ
ル基板上または前記少なくとも１つのフレキシブル基板内に埋め込まれた複数のコンフォ
ーマル電極を備え、前記複数のコンフォーマル電極が、前記ユーザの皮膚の前記一部分に
直接接触するように構成される、請求項１に記載のコンフォーマル心臓センサデバイス。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのフレキシブル基板が、前記少なくとも１つの心臓センサコンポー
ネント、前記少なくとも１つのバイオメトリックセンサコンポーネント、前記少なくとも
１つのマイクロプロセッサおよび前記少なくとも１つのワイヤレス通信コンポーネントを
取り囲む伸縮可能なポリマーパッチである、請求項１に記載のコンフォーマル心臓センサ
デバイス。
【請求項１２】
　個人の心臓活動を分析するためのコンフォーマル心臓センサアセンブリであって、前記
コンフォーマル心臓センサアセンブリは、
　前記個人の一部分に取り付けるように動作可能なフレキシブル基板と、
　前記フレキシブル基板に取り付けられるかまたは結合される電源と、
　前記フレキシブル基板に取り付けられるかまたは結合され、マイクロプロセッサ実行可
能命令を実行するように動作可能なマイクロプロセッサと、
　前記フレキシブル基板に取り付けられるかまたは結合され、前記個人の前記心臓活動を
示す電気的変数もしくは生理学的変数またはその両方を測定するように構成されたセンサ
コンポーネントと、
　前記フレキシブル基板に取り付けられるかまたは結合され、前記センサコンポーネント
によって得られた測定値に少なくとも部分的に基づいて前記個人に医療治療を提供するよ
うに構成された治療コンポーネントと、
を備え、
　前記治療コンポーネントが、皮膚軟化剤、調合薬もしくは他の薬、生物学的物質または
他の治療用物質あるいはそれらの任意の組合せを、既定のトリガ事象の発生の検出に応答
して前記個人に投与するように構成される、コンフォーマル心臓センサアセンブリ。
【請求項１３】
　ユーザの心臓活動をモニタするためのコンフォーマル心臓センサシステムであって、前
記コンフォーマル心臓センサシステムは、
　マイクロプロセッサ実行可能命令を格納する１つまたは複数のメモリデバイスと、
　前記１つまたは複数のメモリデバイスと電気的に結合され、前記マイクロプロセッサ実
行可能命令を実行するように動作可能な１つまたは複数のマイクロプロセッサと、
　前記１つまたは複数のマイクロプロセッサと電気的に結合され、前記ユーザの前記心臓
活動を示す１つまたは複数の第１の測定値を得るように動作可能な１つまたは複数の第１
のセンサデバイスと、
　前記１つまたは複数のマイクロプロセッサと電気的に結合され、前記ユーザの前記心臓
活動を示す１つまたは複数の第２の測定値を得るように動作可能な１つまたは複数の第２
のセンサデバイスと、
　前記１つまたは複数のマイクロプロセッサと電気的に結合され、前記１つまたは複数の
第１のセンサデバイスおよび前記１つまたは複数の第２のセンサデバイスによって得られ
た前記測定値を示すデータを送信するように動作可能な１つまたは複数のワイヤレス通信
コンポーネントと、
　前記１つまたは複数のメモリデバイス、前記１つまたは複数のマイクロプロセッサ、前
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記１つまたは複数の第１のセンサデバイスおよび前記１つまたは複数の第２のセンサデバ
イス、ならびに、前記１つまたは複数のワイヤレス通信コンポーネントと電気的に結合さ
れ、前記１つまたは複数のメモリデバイス、前記１つまたは複数のマイクロプロセッサ、
前記１つまたは複数の第１のセンサデバイスおよび前記１つまたは複数の第２のセンサデ
バイス、ならびに、前記１つまたは複数のワイヤレス通信コンポーネントに給電するよう
に動作可能な１つまたは複数の電源と、
　前記１つまたは複数のマイクロプロセッサと電気的に結合され、前記１つまたは複数の
第１のセンサデバイスおよび前記１つまたは複数の第２のセンサデバイスによって得られ
た前記測定値に少なくとも部分的に基づいて前記ユーザに医療治療を提供するように構成
された１つまたは複数の治療コンポーネントと、
を備え、
　前記１つまたは複数の治療コンポーネントのうちの少なくとも１つが、皮膚軟化剤、調
合薬もしくは他の薬、生物学的物質または他の治療用物質あるいはそれらの任意の組合せ
を、既定のトリガ事象の発生の検出に応答して前記ユーザに投与するように構成される、
コンフォーマル心臓センサシステム。
【請求項１４】
　前記１つまたは複数の第１のセンサデバイスおよび前記１つまたは複数の第２のセンサ
デバイスによって得られた前記測定値を分析し、前記分析された測定値に基づいて診断情
報または他の生理学的情報を前記ユーザに提供するように構成された１つまたは複数のフ
ィードバックコンポーネントをさらに備える、請求項１３に記載のコンフォーマル心臓セ
ンサシステム。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数のフィードバックコンポーネントが、ユーザの総合的なフィットネ
ス、ＶＯ２最大値、心臓血管必要量、エネルギー消費量、活動レベル、睡眠の質、ストレ
スレベル、心臓の可塑性もしくは異常または呼吸障害あるいはそれらの任意の組合せの表
示を前記ユーザに表示するように構成される、請求項１４に記載のコンフォーマル心臓セ
ンサシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　この出願は、２０１３年１１月２２日に出願された米国仮特許出願第６１／９０７，９
７３号明細書および２０１３年１１月２２日に出願された米国仮特許出願第６１／９０７
，９９１号明細書への優先権の利益を主張し、同特許は両方とも、その各々の全体が全て
の目的のために参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本開示は、概して、集積回路（ＩＣ）およびＩＣセンサシステムに関する。より具体的
には、この開示の態様は、検知および分析のための柔軟なおよび伸縮可能な電子機器を利
用するシステム、方法およびデバイスに関する。
【背景技術】
【０００３】
　集積回路（ＩＣ）は、情報時代の土台であり、今日の情報技術産業の基盤である。集積
回路（別名「マイクロチップ」）は、シリコンまたはゲルマニウムなどの半導体材料の小
さなウエハ上にエッチングまたはインプリントされた、トランジスタ、コンデンサ、抵抗
器などの相互接続された一連の電子コンポーネントである。集積回路は、いくつかの非限
定的な例として、マイクロプロセッサ、増幅器、フラッシュメモリ、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、スタティックランダムアクセスメモリ（ＳＲＡＭ）、デジタル信号プロ
セッサ（ＤＳＰ）、ダイナミックランダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）、消去可能・プロ
グラム可能型読み取り専用メモリ（ＥＰＲＯＭ）およびプログラム可能論理を含む、様々
な形態を取る。集積回路は、パーソナルコンピュータ、ラップトップおよびタブレットコ
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ンピュータ、スマートフォン、薄型テレビ、医療機器、通信機器、ネットワーク機器、航
空機、船ならびに自動車を含む、数え切れないほどの製品で使用される。
【０００４】
　集積回路技術およびマイクロチップ製造における進歩は、チップサイズの着実な減少や
、回路密度および回路性能の増加をもたらした。半導体の集積規模は、単一の半導体チッ
プが、米国の１セント硬貨より小さなスペースに数千万から１０億を超えるデバイスを保
持できるところまで進歩した。その上、現代のマイクロチップの各導電線の幅は、１ナノ
メートルの何分の１かくらいまで小さくすることができる。半導体チップの動作速度およ
び総合的な性能（例えば、クロック速度および信号ネット切替速度）は、集積レベルの増
加に伴い増加した。オンチップ回路切替周波数および回路密度の増加に遅れを取らないよ
うにするため、半導体パッケージは、現在では、ほんの数年前のパッケージより高いピン
カウント、大きな消費電力、さらなる保護および高い速度を提供している。
【０００５】
　従来のマイクロチップは、一般に、正常な動作状態の間は屈曲または伸縮するようには
設計されていない剛性構造である。同様に、ほとんどのマイクロチップおよび他の集積回
路モジュールは、通常、同様に剛性であるプリント基板（ＰＣＢ）上に装着される。剛性
ＩＣおよび剛性ＰＣＢを使用するプロセスは、一般に、伸縮可能なまたは屈曲可能な電子
機器を必要とするアプリケーションに対する互換性がない。結果的に、フレキシブルポリ
マー基板上にまたはフレキシブルポリマー基板にマイクロチップを埋め込んでフレキシブ
ル電子回路システムを生成するための多くのスキームが提案された。個々のＩＣモジュー
ル間の一定のおよび信頼できる電気接続を確保するため、多くのフレキシブル回路は、シ
ステムが伸縮および屈曲する間は無傷のままある伸縮可能なおよび屈曲可能な相互接続を
採用する。これを受けて、剛性のシリコンベースの電子デバイスでは可能ではない多くの
有益なデバイス構成が可能になる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　消化器系（例えば、肝臓および胃）、心臓血管系（例えば、心臓および動脈）、神経系
（例えば、脳および脊髄）および同様のものに関する病状を含む各種の病状の診断および
治療では、高品質の医療検知および分析が重要になった。現在の医療検知デバイスは、検
知、分析および治療技術における精巧さの欠如に起因する様々な欠点に悩まされている。
欠点の１つは、多くの現代の検知および分析デバイスでは、患者の身体との直接的なおよ
びコンフォーマルな接触を実現できないことである。直接的なまたはコンフォーマルな接
触を実現できない原因は、通常、デバイスおよび付随回路の剛性という性質にある。その
ような剛性により、これらのデバイスは、形状、サイズおよび／または向きを変化できる
、ならびに、柔らかい、しなやかな、湾曲したおよび／または不規則な形状であり得る、
人間の組織に適合する直接的な接触を起こすことができない。これを受けて、測定の精度
および治療の有効性が損なわれる可能性がある。従って、医療検知、分析および診断のた
めの柔軟なおよび／または伸縮可能なシステムを採用するデバイス、システムおよび方法
が望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　１つまたは複数のコンフォーマルセンサデバイスを使用して個人をモニタするためのシ
ステム、装置および方法が提供される。本明細書では、例えば、心臓活動を検知、測定ま
たはそうでなければ定量化するためのコンフォーマルセンサとして構成されるフレキシブ
ル電子機器技術を利用するシステム、方法および装置が開示される。また、コンフォーマ
ルセンサは、心臓活動に関連する身体の部位（または他のオブジェクト）の動作を検出お
よび／または定量化するように構成することもできる。一例では、コンフォーマルセンサ
は、コンフォーマル心臓センサとして構成することができる。コンフォーマル心臓センサ
は、心臓活動ならびに／あるいは心臓活動に関連する少なくとも１つの身体の部位の動作
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および／または筋肉活動を検知、測定またはそうでなければ定量化するために使用するこ
とができる。例示的なコンフォーマル心臓センサは、コンフォーマルな検知能力を提供し
、表面（皮膚または身体の他の部分など）との機械的に透過的な密接な接触を提供して生
理学的情報の測定および／または分析を改善する。少なくともいくつかの実装形態に対し
て、コンフォーマル心臓センサは、患者と直接結合するパッチとして形成される。特定の
実装形態は、身体の複数の場所から同時にまたは実質的に同時に測定値を取るために、複
数の心臓センサデバイス（例えば、各種のコンフォーマルセンサパッチ）を採用すること
ができる。これらのパッチは、柔軟なおよび伸縮可能なものであり得、フレキシブル基板
および／または伸縮可能な基板に配置されるかあるいはフレキシブル基板および／または
伸縮可能な基板上に配置されるフレキシブル電子機器およびコンフォーマル電極から形成
することができる。様々な例では、コンフォーマル電極は、コンフォーマル心臓センサと
統合されるか、または、コンフォーマル心臓センサから分離される／分離可能にされる。
本明細書で説明されるシステム、方法および装置は、人間の対象者および人間以外の対象
者で使用するように構成することができる。その上、開示されるコンフォーマル心臓セン
サの少なくともいくつかは、皮膚の一部分または身体の他の部分に直接装着することおよ
び適合させることができる。
【０００８】
　本開示の態様は、ユーザの心臓活動を分析するためのコンフォーマル心臓センサデバイ
スを対象とする。一実施形態では、コンフォーマル心臓センサデバイスは、ユーザと結合
するように構成された少なくとも１つのフレキシブル基板を含む。少なくとも１つの心臓
センサコンポーネントは、少なくとも１つのフレキシブル基板上または少なくとも１つの
フレキシブル基板内に埋め込まれる。心臓センサコンポーネントは、ユーザの皮膚の一部
分に直接接触し、ユーザの心臓活動を示す電気活動を測定し、それを示す信号を出力する
ように構成される。少なくとも１つのバイオメトリックセンサコンポーネントは、少なく
とも１つのフレキシブル基板上または少なくとも１つのフレキシブル基板内に埋め込まれ
る。バイオメトリックセンサコンポーネントは、ユーザの心臓活動を示す生理学的活動を
測定するように構成される。少なくとも１つのマイクロプロセッサは、少なくとも１つの
フレキシブル基板上または少なくとも１つのフレキシブル基板内に埋め込まれる。少なく
とも１つのマイクロプロセッサは、少なくとも１つの心臓センサコンポーネントおよび少
なくとも１つのバイオメトリックセンサコンポーネントと通信可能に結合され、ユーザの
心臓活動を示す電気および生理学的活動の測定を制御するためのマイクロプロセッサ実行
可能命令を実行するように動作可能である。また、コンフォーマル心臓センサデバイスは
、少なくとも１つのフレキシブル基板上または少なくとも１つのフレキシブル基板内に埋
め込まれた少なくとも１つのワイヤレス通信コンポーネントも含む。ワイヤレス通信コン
ポーネントは、心臓センサコンポーネントおよびバイオメトリックセンサコンポーネント
によって得られた測定値を示すデータを送信するように動作可能である。
【０００９】
　本開示の他の態様によれば、個人の心臓活動を分析するためのコンフォーマル心臓セン
サアセンブリが提示される。一実施形態では、コンフォーマル心臓センサアセンブリは、
個人の一部分に取り付けるように動作可能なフレキシブル基板と、フレキシブル基板に取
り付けられるかまたは結合される電源とを含む。マイクロプロセッサは、フレキシブル基
板に取り付けられるかまたは結合され、マイクロプロセッサ実行可能命令を実行するよう
に動作可能である。また、コンフォーマル心臓センサアセンブリは、センサコンポーネン
トも含み、センサコンポーネントは、フレキシブル基板に取り付けられるかまたは結合さ
れ、個人の心臓活動を示す電気的変数もしくは生理学的変数またはその両方を測定するよ
うに構成される。治療コンポーネントは、フレキシブル基板に取り付けられるかまたは結
合され、センサコンポーネントによって得られた測定値に少なくとも部分的に基づいて個
人に医療治療を提供するように構成される。治療コンポーネントは、ユーザの心臓活動に
基づいて他の形態の治療をトリガすることができる（例えば、コンフォーマル心臓センサ
が急速なまたは過度の心臓活動（頻脈）を検知することに応答して、落ち着いた音楽や照
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明で落ち着かせる環境を起こす）。
【００１０】
　本開示の他の態様は、ユーザの心臓活動をモニタするためのコンフォーマル心臓センサ
システムを対象とする。一実施形態では、コンフォーマル心臓センサシステムは、マイク
ロプロセッサ実行可能命令を格納する１つまたは複数のメモリデバイスと、１つまたは複
数のメモリデバイスと電気的に結合され、マイクロプロセッサ実行可能命令を実行するよ
うに動作可能な１つまたは複数のマイクロプロセッサとを含む。また、コンフォーマル心
臓センサシステムは、１つまたは複数の第１のセンサデバイスも含み、１つまたは複数の
第１のセンサデバイスは、１つまたは複数のマイクロプロセッサと電気的に結合され、ユ
ーザの心臓活動を示す１つまたは複数の第１の測定値を得るように動作可能である。それ
に加えて、１つまたは複数の第２のセンサデバイスは、１つまたは複数のマイクロプロセ
ッサと電気的に結合され、ユーザの心臓活動を示す１つまたは複数の第２の測定値を得る
ように動作可能である。１つまたは複数のワイヤレス通信コンポーネントは、１つまたは
複数のマイクロプロセッサと電気的に結合され、１つまたは複数の第１および第２のセン
サデバイスによって得られた測定値を示すデータを送信するように動作可能である。１つ
または複数の電源は、１つまたは複数のメモリデバイス、１つまたは複数のマイクロプロ
セッサ、１つまたは複数の第１および第２のセンサデバイス、ならびに、１つまたは複数
のワイヤレス通信コンポーネントと電気的に結合され、１つまたは複数のメモリデバイス
、１つまたは複数のマイクロプロセッサ、１つまたは複数の第１および第２のセンサデバ
イス、ならびに、１つまたは複数のワイヤレス通信コンポーネントに給電するように動作
可能である。
【００１１】
　開示される構成のいずれも、前段落で説明されるものを含めて、次のオプション、すな
わち、少なくとも１つのフレキシブル基板上または少なくとも１つのフレキシブル基板内
に埋め込まれた少なくとも１つの治療コンポーネントであって、少なくとも１つの心臓セ
ンサコンポーネントおよび少なくとも１つのバイオメトリックセンサコンポーネントによ
って得られた測定値に少なくとも部分的に基づいてユーザに医療治療を提供するように構
成された少なくとも１つの治療コンポーネントと、皮膚軟化剤、調合薬もしくは他の薬、
生物学的物質または他の治療用物質あるいはそれらの任意の組合せをユーザに投与するよ
うに構成された少なくとも１つの治療コンポーネントと、既定のトリガ事象の発生の検出
に応答してユーザに送達される皮膚軟化剤、調合薬もしくは他の薬、生物学的物質または
他の治療用物質と、ユーザに経皮的に送達される皮膚軟化剤、調合薬もしくは他の薬、生
物学的物質または他の治療用物質と、既定のトリガ事象の検出された発生の大きさに基づ
いて校正、相関またはそうでなければ修正されるユーザに送達される皮膚軟化剤、調合薬
もしくは他の薬、生物学的物質または他の治療用物質の量と、少なくとも１つのフレキシ
ブル基板上または少なくとも１つのフレキシブル基板内に埋め込まれた少なくとも１つの
フィードバックコンポーネントであって、少なくとも１つの心臓センサコンポーネントお
よび少なくとも１つのバイオメトリックセンサコンポーネントによって得られた測定値を
分析し、分析された測定値に基づいて診断情報または他の生理学的情報をユーザに提供す
るように構成された少なくとも１つのフィードバックコンポーネントと、ユーザの総合的
なフィットネス、ＶＯ２最大値、心臓血管必要量、エネルギー消費量、活動レベル、睡眠
の質、ストレスレベル、心臓の可塑性もしくは異常または呼吸障害あるいはそれらの任意
の組合せの表示をユーザに表示するように構成された少なくとも１つのフィードバックコ
ンポーネントのうちのいずれかを含み得る（単独でまたは任意の組合せで）。
【００１２】
　開示される構成のいずれも、前段落で説明されるものを含めて、次のオプション、すな
わち、筋電図検査（ＥＭＧ）コンポーネント、心電図（ＥＫＧ）コンポーネントもしくは
脳波図（ＥＥＧ）コンポーネントまたはそれらの任意の組合せを含む少なくとも１つの第
１の／心臓センサコンポーネントと、加速度計モジュール、ジャイロスコープモジュール
、筋肉活性化測定モジュールまたはそれらの任意の組合せを含む少なくとも１つの第２の
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／バイオメトリックセンサコンポーネントと、少なくとも１つのフレキシブル基板上また
は少なくとも１つのフレキシブル基板内に埋め込まれた少なくとも１つの電源であって、
心臓センサコンポーネント、バイオメトリックセンサコンポーネント、マイクロプロセッ
サおよびワイヤレス通信コンポーネントに給電するように動作可能な少なくとも１つの電
源と、少なくとも１つのフレキシブル基板上または少なくとも１つのフレキシブル基板内
に埋め込まれた少なくとも１つのメモリデバイスであって、マイクロプロセッサ実行可能
命令を格納する少なくとも１つのメモリデバイスと、少なくとも１つのフレキシブル基板
上または少なくとも１つのフレキシブル基板内に埋め込まれた多数のコンフォーマル電極
を含む心臓センサコンポーネントであって、多数のコンフォーマル電極が、ユーザの皮膚
の一部分に直接接触するように構成される、心臓センサコンポーネントと、少なくとも１
つの心臓センサコンポーネント、少なくとも１つのバイオメトリックセンサコンポーネン
ト、少なくとも１つのマイクロプロセッサおよび少なくとも１つのワイヤレス通信コンポ
ーネントを取り囲む伸縮可能なポリマーパッチである少なくとも１つのフレキシブル基板
のうちのいずれかを含み得る（単独でまたは任意の組合せで）。
【００１３】
　上記の概要は、本開示の各実施形態またはあらゆる態様を表すことを意図しない。むし
ろ、前述の概要は、単に、本明細書に記載される新規の態様および特徴のいくつかの例証
を提供する。本開示の上記の特徴および利点ならびに他の特徴および利点は、添付の図面
や添付の請求項に関係して取り入れると、本発明を実行するための代表的な実施形態およ
び様式の以下の詳細な説明から容易に明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１Ａ】本開示の態様による、個人の心臓活動をモニタするためのシステムおよびデバ
イスの例を示すブロック図である。
【図１Ｂ】本開示の態様による、個人の心臓活動をモニタするためのシステムおよびデバ
イスの例を示すブロック図である。
【図１Ｃ】本開示の態様による、個人の心臓活動をモニタするためのシステムおよびデバ
イスの例を示すブロック図である。
【図１Ｄ】本開示の態様による、個人の心臓活動をモニタするためのシステムおよびデバ
イスの例を示すブロック図である。
【図２Ａ】本開示の態様による、個人の心臓活動をモニタし、そのような心臓活動を示す
データを表示するためのシステムおよびデバイスの例を示すブロック図である。
【図２Ｂ】本開示の態様による、個人の心臓活動をモニタし、そのような心臓活動を示す
データを表示するためのシステムおよびデバイスの例を示すブロック図である。
【図２Ｃ】本開示の態様による、個人の心臓活動をモニタし、そのような心臓活動を示す
データを表示するためのシステムおよびデバイスの例を示すブロック図である。
【図３】本開示の態様による、もう１つのコンフォーマル心臓センサで個人の心臓活動を
モニタすることを支援するための代表的な心臓モニタリングコンピュータシステムの概略
図である。
【図４】本開示の態様による、コンフォーマルセンサシステムの代表的なアーキテクチャ
の概略図である。
【図５】本開示の態様による、代表的なコンフォーマル心臓センサプラットフォームのコ
ンポーネントを示す概略図である。
【図６】本開示の態様による、コンフォーマルセンサデバイスの代表的なアーキテクチャ
の概略図である。
【図７Ａ】本開示の態様による、コンフォーマルセンサシステムのいくつかの例示的な実
装形態を示す。
【図７Ｂ】本開示の態様による、コンフォーマルセンサシステムのいくつかの例示的な実
装形態を示す。
【図７Ｃ】図７Ａおよび７Ｂのコンフォーマルセンサシステムによって取られた代表的な
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データを示すチャートおよびグラフを提示する。
【図８Ａ】本開示の態様による、心臓活動をモニタするための代表的なコンフォーマルセ
ンサパッチの図解である。
【図８Ｂ】本開示の態様による、心臓活動をモニタするための代表的なコンフォーマルセ
ンサパッチの図解である。
【図８Ｃ】図８Ａおよび８Ｂのコンフォーマルセンサパッチの例示的な実装形態を示す。
【図９Ａ】本開示の態様による、人間の身体上の例示的なコンフォーマルセンサパッチの
配置の例を示す。
【図９Ｂ】本開示の態様による、人間の身体上の例示的なコンフォーマルセンサパッチの
配置の例を示す。
【図１０Ａ】本開示の態様による、代表的な通信プロトコルを有するコンフォーマルセン
サシステムの例を示す。
【図１０Ｂ】本開示の態様による、代表的な通信プロトコルを有するコンフォーマルセン
サシステムの例を示す。
【図１１Ａ】本開示の態様による、代表的なグラフィカルユーザインタフェースを有する
コンフォーマルセンサシステムの例を示す。
【図１１Ｂ】本開示の態様による、代表的なグラフィカルユーザインタフェースを有する
コンフォーマルセンサシステムの例を示す。
【図１２Ａ】本開示の態様による、対象者の総合的なフィットネスを追跡するように構成
された代表的なコンフォーマル心臓センサシステムを示す。
【図１２Ｂ】本開示の態様による、対象者のＶＯ２最大値を推定するように構成された代
表的なコンフォーマル心臓センサシステムを示す。
【図１３】本開示の態様による、対象者の心臓血管必要量を推定するように構成された代
表的なコンフォーマル心臓センサシステムを示す。
【図１４】本開示の態様による、対象者のエネルギー消費量の表示を提供するための代表
的なコンフォーマル心臓センサシステムを示す。
【図１５】本開示の態様による、対象者の活動レベルの表示を提供するように構成された
代表的なコンフォーマル心臓センサシステムを示す。
【図１６】本開示の態様による、対象者の睡眠の質の表示を提供するための代表的なコン
フォーマル心臓センサシステムを示す。
【図１７】本開示の態様による、対象者の心配および／またはストレスの表示を提供する
ための代表的なコンフォーマル心臓センサシステムを示す。
【図１８】本開示の態様による、対象者の心臓の可塑性および／または異常の表示を提供
するように構成された代表的なコンフォーマル心臓センサシステムを示す。
【図１９】本開示の態様による、心拍数モニタリングを提供するように構成された代表的
なコンフォーマル心臓センサシステムを示す。
【図２０】本開示の態様による、対象者への活動タイプの効果の表示を提供するための代
表的なコンフォーマル心臓センサシステムを示す。
【図２１】本開示の態様による、対象者の倒れる動きまたは他の急速な動きを検出するた
めの代表的なコンフォーマル心臓センサシステムを示す。
【図２２】本開示の態様による、例示的なコンフォーマル心臓センサシステムのコンポー
ネントの操作順番の例を示すフローチャートである。
【図２３】本開示の態様による、コンフォーマル心臓センサシステムの例示的なレイアウ
トの概略図である。
【図２４】本開示の態様による、例示的なコンフォーマル心臓センサシステムの心電図（
ＥＣＧ）コンポーネンを使用して取ることができるいくつかの例示的な測定値を示すグラ
フ表示である。
【図２５】本開示の態様による、コンフォーマル心臓センサシステムの代表的な実装形態
を示すフローチャートである。
【図２６】本開示の態様による、睡眠呼吸障害を追跡するためのコンフォーマル心臓セン
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サシステムの代表的な使用を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本開示は、様々な変更形態および代替の形態が可能であり、いくつかの代表的な実施形
態は、図面において例示として示され、本明細書で詳細に説明される。しかし、本発明の
態様は図面に示される特定の形態に限定されないことを理解すべきである。むしろ、本開
示は、添付の請求項によって定義されるような本発明の精神および範囲内に収まる全ての
変更形態、均等物および代替物を包含するためのものである。
【００１６】
　この開示は、多くの異なる形態の実施形態が可能である。本開示は、本開示の原理の例
証として見なすべきであり、本開示の広範な態様を示される実施形態に限定することを意
図しないという了解の下で、代表的な実施形態が図面に示され、本明細書で詳細に説明さ
れる。その範囲内において、例えば、要約、概要および発明を実施するための形態のセク
ションで開示されているが、請求項では明確に記載されていない要素および制限は、単独
でまたは集合的に、暗示、推測または別の方法によって、請求項に組み込むべきではない
。この発明を実施するための形態の目的のため、特に否定されることも、論理的に禁止さ
れることもない限り、単数形は複数形を含み（その逆も同様である）、「～を含む」、「
～を備える」または「～を有する」という用語は、「これらに限定されないが、～を含む
」を意味する。その上、「約」、「ほぼ」、「実質的に」、「およそ」および同様のもの
などの近似を意味する用語は、本明細書では、例えば、「～の、～近くのまたは大体～の
」、「～の３～５％内の」、「許容製造公差内の」またはそれらの任意の論理的な組合せ
の意味で使用することができる。
【００１７】
　本明細書で詳細に論じられる特徴、機能および概念の任意のおよび全ての組合せは、本
発明の対象物の一部と企図される（そのような概念が互いに矛盾しない限り）ことを理解
すべきである。例えば、外観は異なるが、本明細書で描写および議論される個々のシステ
ムおよびデバイスならびに機能上の構成部品は各々、明確に否定されることも、論理的に
禁止されることもない限り、開示される他の実施形態に関して上記および下記で説明され
る様々な形態、任意選択の構成および機能上の代替物のいずれかを取ることができる。以
下には、診断、治療、トレーニングおよび／または臨床の目的でのそのようなアプリケー
ションのための、非限定的な例としての、心臓活動を示すデータの分析のための本発明の
方法、装置およびシステムに関連する様々な概念および実施形態のより詳細な説明が続く
。開示される概念は特定の実装方法に限定されないため、上記で紹介されて以下でさらに
詳細に論じられる様々な概念を多くの方法のいずれかで実装できることを理解すべきであ
る。特定の実装形態およびアプリケーションの例は、主に例示目的で提供される。
【００１８】
　「柔軟な」、「伸縮可能な」および「屈曲可能な」という用語は、それらの語根および
派生語を含めて、電気回路、電気システム、および、電気デバイスまたは装置を修飾する
ための形容詞として使用される際は、引き裂かれることも、壊れることも、それらの電気
特性が損なわれることもなく、回路が柔軟であること、伸縮することおよび／または屈曲
することをそれぞれできるように、しなやかなまたは弾性の特性を有する少なくともいく
つかのコンポーネントを備える電子機器を包含することになっている。また、これらの用
語は、伸縮可能な、屈曲可能な、膨張可能なまたはそうでなければしなやかな表面に適用
される際に順応して機能状態を維持できるように構成されたコンポーネントを有する回路
（コンポーネント自体が個別に伸縮可能であるかどうか、柔軟であるかどうか、屈曲可能
であるかどうかにかかわらず）を包含することになっている。「極めて伸縮可能な」と見
なされる構成では、回路は、破砕することも、壊れることもなく、歪みのない状態で見つ
かった電気性能を実質的に維持しながら、－１００％～１００％、－１０００％～１００
０％の範囲（いくつかの実施形態では、－１００，０００％～＋１００，０００％まで）
などの高い変換歪みおよび／または１８０°以上程度などの高い回転歪みに対する耐性を
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有する一方で、伸縮、圧縮および／または屈曲可能である。
【００１９】
　本明細書では、心臓活動を検知、測定またはそうでなければ定量化するためのコンフォ
ーマルセンサとして構成されたコンフォーマル電子機器技術を利用するシステム、方法お
よび装置が開示される。一例では、コンフォーマル心臓センサは、身体の一部分の特定の
動きの事象を検知、測定および／またはそうでなければ定量化するために使用することが
できる。別の例では、本明細書で説明されるシステム、方法および装置のうちの１つまた
は複数は、医療診断、医療治療、身体活動、スポーツ、理学療法および／または臨床の目
的としてのそのようなアプリケーションのために、心臓活動あるいは心臓活動に関連する
少なくとも１つの身体の部位の動作および／または筋肉活動を示すデータの分析の結果を
使用するように構成することができる。心臓活動あるいは心臓活動に関連する少なくとも
１つの身体の部位の動作および／または筋肉活動の検知に基づいて、開示されるコンフォ
ーマル心臓センサを使用して集められたデータは、身体の他の生理学的測定値の検知によ
って集められたデータと共に、医療診断、医療治療、身体の状態、身体活動、スポーツ、
理学療法および／または臨床の目的に関連する有益な情報を提供するために分析すること
ができる。本明細書で説明されるようなものなどの薄型の、コンフォーマルな、着用可能
な心臓センサおよびそのようなセンサを含む測定デバイスを使用して検知が実行される際
は、これらの測定値および測定基準は、測定デバイスのサイズ、重量または配置によって
妨げられない。
【００２０】
　本明細書で説明されるシステム、方法およびデバイスの少なくともいくつかは、心臓活
動あるいは心臓活動に関連する少なくとも１つの身体の部位の動作および／または筋肉活
動の検出を通じて、身体の内側と身体の外側の両方において多種多様なアプリケーション
で有益な薄型のコンフォーマルな電子機器の作成、構築および配備に備える。例示的なコ
ンフォーマル心臓センサの少なくともいくつかは、非常に薄型のコンフォーマルなデバイ
スの作成を可能にする新しいフォームファクタのシリコンベースのおよび他の電子機器を
含む。
【００２１】
　コンフォーマル心臓センサを含む本明細書で説明されるシステム、方法および装置は、
心臓活動あるいは心臓活動に関連する少なくとも１つの身体の部位の動作および／または
筋肉活動をモニタし、モニタリングを示す測定データ値を集めるように構成することがで
きる。モニタリングは、リアルタイムで、異なる時間間隔で、無作為に、連続的におよび
／または要求された際に、実行することができる。それに加えて、本明細書で説明される
例示的なシステム、方法および装置は、測定データ値をシステムのメモリに格納するよう
に、ならびに／あるいは、外部メモリもしくは他の記憶装置、ネットワークおよび／また
は非搭載コンピューティングデバイスに測定データ値を伝達する（送信する）ように構成
することができる。本明細書のいかなる例においても、外部記憶装置は、データセンタの
サーバを含むサーバであり得る。本明細書の原理に従って例示的なシステム、装置または
方法のいずれにも適用可能なコンピューティングデバイスの非限定的な例は、スマートフ
ォン、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、パーソナルコンピュータ、
携帯情報端末、スレート、Ｅリーダもしくは他の電子リーダ、Ｘｂｏｘ（登録商標）、Ｗ
ｉｉ（登録商標）もしくは他のゲームシステム、または、他のハンドヘルドもしくは身に
着けられるコンピューティングデバイスを含む。
【００２２】
　開示されるシステム、方法および装置の少なくともいくつかは、心臓活動測定と組み合
わせる際に対象者のモニタリングおよび診断を容易にする超薄型のコンフォーマル電極を
提供するために使用することができる。これを受けて、いくつかの非限定的な例として、
心疾患（ｃａｒｄｉａｃ　ｄｉｓｅａｓｅ）（より一般的には、「心臓病（ｈｅａｒｔ　
ｄｉｓｅａｓｅ）」と呼ばれる）、脳および腎臓の血管疾患、ならびに、周辺の動脈疾患
のような病気の診断および治療をさらに容易にすることができる。調剤と組み合わせて、
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この情報は、コンプライアンスおよび効果を含む対象者の問題をモニタおよび／または判
断するために使用することができる。
【００２３】
　いくつかの実施形態に対して、コンフォーマル心臓センサは、各種の検知様式を提供す
るように構成される。一例として、コンフォーマル心臓センサは、テレメトリ、電力、電
力管理、処理などのサブシステムならびに構築および材料を用いて構成することができる
。同様の設計および配備を共有する多種多様なマルチ様式検知システムは、例示的なコン
フォーマル電子機器に基づいて製作することができる。例示的なコンフォーマル心臓セン
サシステムは、電気活動測定、加速度測定法における測定もしくは筋肉活性化測定または
それらの３つの任意の組合せを含む、心臓活動に関連する少なくとも１つの測定を実行す
るための電子機器を含む。それに加えてまたはその代替として、コンフォーマル心臓セン
サシステムは、これらに限定されないが、心拍数測定、温度測定、水分補給レベル測定、
神経活動測定、コンダクタンス測定、環境測定および／または圧力測定などの少なくとも
１つの他の測定を実行するための電子機器を含み得る。例えば、開示されるコンフォーマ
ルセンサは、これらの異なるタイプの測定のうちの１つもしくは複数または全てを実行す
るように構成される。
【００２４】
　例示的な心臓センサシステムは、加速度測定法における測定を提供するため、これらに
限定されないが、単軸加速度計および／または３軸加速度計を含む加速度計を含む。別の
非限定的な例として、加速度測定法におけるコンポーネントは、３－Ｄ加速度計であり得
る。任意選択によりまたはその代替として、例示的な心臓センサシステムは、１つまたは
複数のジャイロスコープを含む。例示的な心臓センサシステムは、身体の部位または他の
オブジェクトの最も近くに配置することができ、心臓活動ならびに／あるいは心臓活動に
関連する少なくとも１つの身体の部位の動作および／または筋肉活動に基づいて収集され
たデータが分析される。非限定的な例として、心臓センサシステムは、各種のアプリケー
ションに対して、心拍数モニタという形態で検知する心臓活動と心電図（ＥＣＧ）とを組
み合わせるように構成される。例示的な実装形態では、心臓センサは、加速度測定法にお
けるコンポーネントおよび／または筋電図検査コンポーネントなど、動作および／または
筋肉活動を測定するためのコンポーネントも含み得る。心臓活動をモニタするために採用
できる他のセンサは、摩擦電気センサ、超音波センサ、音響電気センサおよびトランスデ
ューサ、心内膜センサ、圧電活性センサ、胸郭インピーダンスセンサならびに同様のもの
を含む。開示されるセンサのうちの１つもしくは複数または全てと通信可能に結合される
コントローラは、心臓事象または心臓事象の先駆け（例えば、心不全、心室機能不全の代
償不全の発症、心血管虚脱など）を検知するために採用することができる。
【００２５】
　ＥＣＧ測定の場合、心臓の組織または心臓と連通する他の任意の組織の一部分あるいは
心臓活動に関連する身体の他の部分の電気活動が測定され、定量化される。いくつかの実
装形態では、ＥＣＧ測定は、電極を使用して実行され、電極は、心臓の組織または心臓と
連通する他の任意の組織の一部分あるいは心臓活動に関連する身体の他の部分上に装着さ
れるか、心臓の組織または心臓と連通する他の任意の組織の一部分あるいは心臓活動に関
連する身体の他の部分の最も近くに配置されるか、あるいは、心臓の組織または心臓と連
通する他の任意の組織の一部分あるいは心臓活動に関連する身体の他の部分と連通して配
置される。電気活動は、例えば、電気信号の１つまたは複数の波パターンにおけるスパイ
クおよび／またはディップのような特徴に基づいてモニタされる。例えば、各心拍と共に
、電気信号は、心臓の組織のある部分から別の部分に広がり得る。移動中の電気信号は、
心臓の組織を収縮させる可能性がある。その結果、心臓は、血液を送り出す。プロセスお
よび関連電気信号は、新しい心拍の各々と共に繰り返される。ＥＣＧ測定からの電気信号
を示すデータの分析は、心臓活動の状態を示す情報を提供するために使用することができ
る。例えば、データの分析は、心臓活動（心拍を含む）の規則正しさまたはペース、心臓
活動のリズム（一定であるかまたは不規則であるかを含む）、電気信号が心臓の組織の一
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部分を通過する際の心臓活動に関連する電気信号の強度、タイミングおよび／または経路
の少なくとも１つについての情報を提供するために使用される。非限定的な例として、心
臓活動を示すデータは、心臓発作、ストローク、不整脈、心不全、および／または、心臓
の機能に影響を及ぼす他の任意の状態もしくは障害に関連する情報を含む、心臓の状態に
関連する情報を提供するために分析される。
【００２６】
　筋肉活性化モニタリングのための電子機器は、例えば、筋電図検査（ＥＭＧ）測定を実
行するように構成することができる。ＥＭＧ用の電子機器は、筋肉反応または筋肉の刺激
に反応した電気活動の測定値を提供するために実装することができる。非限定的な例では
、ＥＭＧ測定は、神経筋の異常を検出するために使用される。ＥＭＧ測定の場合、例示的
なコンフォーマル心臓センサと結合された電極は、心臓の組織または心臓と連通する他の
任意の組織の一部分あるいは心臓活動に関連する身体の他の部分上に配置されるか、心臓
の組織または心臓と連通する他の任意の組織の一部分あるいは心臓活動に関連する身体の
他の部分の最も近くに配置されるか、あるいは、心臓の組織または心臓と連通する他の任
意の組織の一部分あるいは心臓活動に関連する身体の他の部分と連通して配置され、ＥＭ
Ｇ測定を示す電気信号は、電極によって検出されるかまたはそうでなければ定量化される
。ＥＭＧは、わずかな収縮および／または力強い収縮を含む、安静時または筋肉活動時に
心臓活動に関連する筋肉の電気活動を測定するために実行することができる。筋肉組織は
、安静時には電気信号を生成できないが、心臓の組織および／または心臓活動に関連する
他の筋肉の最も近くに配置された電極を使用して離散的な電気刺激が加えられる際は、短
時間の活動を観察することができる。コンフォーマル心臓センサは、ＥＭＧ電極を介して
、活動電位を測定するように構成することができる。一例では、活動電位は、筋肉細胞が
電気的または神経学的に刺激されるかまたはそうでなければ活性化される際に生成される
電位である。筋肉がより力強く収縮されるにつれて、筋線維はますます活性化され、様々
な活動電位が生成される。測定された活動電位の波形の大きさおよび／または形状の分析
は、関与する筋線維の数を含む、心臓活動（心臓活動に関与する身体の部位および／また
は筋肉を含む）についての情報を提供するために使用することができる。一例では、コン
フォーマルセンサを使用して測定された波形の大きさおよび／または形状の分析は、心臓
の組織および／または心臓活動に関連する他の筋肉の、例えば、動きおよび／または刺激
（電気刺激を含む）に対する反応能力の表示を提供するために使用することができる。そ
のような信号のスペクトルまたは周波数成分の分析は、さらに、筋肉活性化および／また
は他の組織活性ならびに関連心臓活動の表示を提供するために使用することができる。こ
のデータまたは本明細書で説明される他の任意のデータは、さらに、格納すべき情報の量
を低減するためにフィルタリングおよび／または圧縮することができる。
【００２７】
　いくつかの実施形態に対して、コンフォーマルセンサの測定値（測定された活動電位を
含む）を示すデータは、コンフォーマルセンサシステムの常駐メモリデバイスに格納する
こと、ならびに／あるいは、外部メモリもしくは他の記憶装置、ネットワークおよび／ま
たは非搭載コンピューティングデバイスに伝達またはそうでなければ送信する（例えば、
ワイヤレスで）ことができる。本明細書で開示されるコンフォーマル心臓センサシステム
は、コンフォーマルセンサの測定値（測定された活動電位を含む）を示すデータを分析す
るように構成された１つまたは複数の処理ユニットを含み得る。
【００２８】
　開示される概念の他の態様によれば、コンフォーマル心臓センサシステムは、神経伝導
検査（ＮＣＳ）測定を実行するための記録および刺激電極と結合された電子機器を備える
。ＮＣＳ測定は、神経を通じる電気インパルスの導通量および速度を示すデータを提供す
るために使用することができる。ＮＣＳ測定の分析は、心臓活動に関連する神経損傷また
は破壊を判断するために使用することができる。ＮＣＳ測定では、インパルスをモニタす
る「記録」電極は、対象の神経（または神経束）の最も近くの身体の部位もしくは他のオ
ブジェクトまたは心臓活動に関連する他の組織と結合することができ、パルスを放出する
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「刺激」電極は、記録電極から既知の距離だけ離れたところに配置することができる。コ
ンフォーマルセンサシステムは、刺激電極を介して対象の神経（または神経束）を刺激す
るために弱い短時間の電気刺激を加えるように構成することができる。対象の神経（また
は神経束）の反応の測定は、記録電極を介して行うことができる。対象の神経（または神
経束）の刺激および／または検出された反応は、コンフォーマルセンサシステムのメモリ
へ格納すること、ならびに／あるいは、例えば、外部メモリもしくは他の記憶装置、ネッ
トワークおよび／または非搭載コンピューティングデバイスに伝達する（送信する）こと
ができる。
【００２９】
　コンフォーマル心臓センサシステムのアーキテクチャは、例えば、１つまたは複数のセ
ンサデバイス、電力および／または電力回路、有線および／またはワイヤレス通信デバイ
ス、ならびに、少なくとも１つの処理ユニットを含み得る。いくつかの例では、電源は、
ワイヤレス電源であり得る。コンフォーマル心臓センサシステムの他のコンポーネントの
非限定的な例は、少なくとも１つのバッテリ、レギュレータ、メモリ（これらに限定され
ないが、読み取り専用メモリ、フラッシュメモリおよび／またはランダムアクセスメモリ
など）、入力インタフェース、出力インタフェース、通信モジュール、受動回路コンポー
ネント、能動回路コンポーネントなどを含む。開示されるコンフォーマル心臓センサシス
テムのうちの１つもしくは複数または全ては、少なくとも１つのマイクロコントローラお
よび／または他の集積回路コンポーネントを含む。一例では、コンフォーマル心臓センサ
システムは、これに限定されないが、近距離無線通信（ＮＦＣ）可能コイルなどの少なく
とも１つのコイルを備える。別の例では、コンフォーマル心臓センサシステムは、無線自
動識別（ＲＦＩＤ）コンポーネントを含む。一例では、コンフォーマル心臓センサシステ
ムは、デュアルインタフェース、電気的消去・プログラム可能型メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）
を有するダイナミックＮＦＣ／ＲＦＩＤタグ集積回路を含み得る。
【００３０】
　図面の図１Ａ～１Ｄは、心臓センサデバイスおよびシステム構成の非限定的な例を示す
。上記で示されるように、図１Ａ～１Ｄに関して描写および議論されるシステムおよびデ
バイスの各々は、明確に否定されることも、論理的に禁止されることもない限り、開示さ
れる他の実施形態に関して説明される他の様々な形態、任意選択の構成および機能上の代
替物のいずれかを取ることができる。図１Ａの１００Ａで一般に指定される例示的な心臓
センサデバイスは、基板１００上または基板１００に配置されたデータレシーバ１０１を
含む。基板１００および／またはデータレシーバ１０１は、データレシーバ１０１および
基板１００が結合される、心臓の組織の一部分、心臓の組織に最も近いオブジェクト、心
臓と連通する他の任意の組織、または、心臓活動に関連する身体の他の部分に適合するよ
うに構成することができる。オブジェクトは、例えば、身体の部位、第２のオブジェクト
および／または筋肉群である。データレシーバ１０１は、本明細書で説明される例および
／または図のいずれかの原理による任意のコンフォーマルセンサコンポーネントのうちの
１つまたは複数を含み得る。一例では、データレシーバ１０１は、ＥＣＧコンポーネント
１０３と、少なくとも１つの他の測定コンポーネント１０４とを含む。測定コンポーネン
ト１０４は、少なくともいくつかの実装形態では、少なくとも１つの加速度計、少なくと
も１つの心拍数モニタ（筋肉活性化モニタを含む）および／または本明細書で開示される
他の任意のセンサの少なくとも１つを備える。少なくとも１つのＥＣＧコンポーネント１
０３および／または少なくとも１つの測定コンポーネント１０４は、心臓活動（心臓の組
織または心臓と連通する他の任意の組織の一部分あるいは心臓活動に関連する身体の他の
部分におけるものを含む）を示すデータを測定するために使用することができる。
【００３１】
　図１Ａの例示的なデバイスは、分析器１０２も含む。示されるように、分析器１０２は
、本明細書で説明される原理に従って、心臓活動を示すデータ、他の生理学的データ、な
らびに／あるいは、心臓活動を示すそのようなデータおよび／または生理学的データの分
析を定量化するように構成される。一例では、分析器１０２は、データレシーバ１０１と
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共に、基板１００上または基板１００に配置され、別の例では、分析器１０２は、基板１
００およびデータレシーバ１０１の最も近くにまたは基板１００およびデータレシーバ１
０１から離れたところに配置される。図１Ａのデバイスの代表的な実装形態では、分析器
１０２は、心臓活動の表示を提供するために、ＥＣＧ測定および／または他のコンポーネ
ント測定（加速度測定法における測定、心拍数測定および／または筋肉活性化モニタリン
グなど）を示すデータを定量化またはそうでなければ分析するように構成される。図１Ａ
～１Ｄの分析器１０２は、いくつかの非限定的な例として、中央演算処理装置（ＣＰＵ）
、１つまたは複数のマイクロプロセッサ（例えば、マスタプロセッサ、スレーブプロセッ
サおよび第２のまたは並列プロセッサ）、および／または、センサデバイスに常駐するよ
うにもしくはセンサデバイスから離れたところに配置されたハードウェア、ソフトウェア
もしくはファームウェアの任意の組合せを含む。
【００３２】
　図１Ｂは、別の代表的な心臓センサデバイス１００Ｂを示し、心臓センサデバイス１０
０Ｂは、基板１００、データレシーバ１０１、分析器１０２およびストレージモジュール
１０５を含む。任意選択により、デバイス１００Ｂは、治療コンポーネント１０８および
／またはフィードバックコンポーネント１０９をさらに備え得る。治療コンポーネント１
０８は、以下でさらに詳細に説明されるように、治療、薬物治療または他の医療治療をユ
ーザに提供するため（例えば、皮膚軟化剤、調合薬もしくは他の薬、生物学的物質または
他の治療用物質を投与または送達するため）に、データレシーバ１０１によって受信され
、データ分析器１０２によって分析されたデータを利用することができる。逆に、フィー
ドバックコンポーネント１０９は、例えば、図１２～２６で特定された特性のいずれかに
関して、診断情報、生理学的情報、ならびに／あるいは、心臓活動および／または他の電
気生理学的測定に関する他のフィードバックをユーザに提供するために、データレシーバ
１０１によって受信され、データ分析器１０２によって分析されたデータを利用すること
ができる。図１Ｂに示されるストレージモジュール１０５は、例えば、データレシーバ１
０１および／または分析器１０２からのデータを保存するためのメモリを含むように構成
される。いくつかの実装形態では、記憶装置１０５は、いかなるタイプの不揮発性メモリ
でもある。図面に示される記憶装置１０５はいずれも、フラッシュメモリ、ソリッドステ
ートドライブ、着脱式メモリカード、消去可能・プログラム可能型読み取り専用メモリ（
ＥＥＰＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）もしくは他の任意のタイプのコンピ
ュータ可読媒体またはそれらの任意の組合せを含み得る。ある例では、記憶装置１０５は
、デバイスから取り外すことができる。いくつかの実装形態では、記憶装置１０５は、デ
バイスにローカル接続され、他の例では、記憶装置１０５は、デバイスにリモート接続さ
れる。例えば、記憶装置１０５は、コンピューティングデバイスの内部メモリであり得る
。本明細書の様々な例では、コンピューティングデバイスは、スマートフォン、パーソナ
ルコンピュータ、タブレットコンピュータ、スレートコンピュータ、携帯情報端末（ＰＤ
Ａ）、Ｅリーダもしくは他の電子リーダ、Ｘｂｏｘ（登録商標）、Ｗｉｉ（登録商標）も
しくは他のゲームシステム、または、他のハンドヘルドもしくは身に着けられるコンピュ
ーティングデバイスであり得る。この例では、デバイスは、外部のコンピューティングデ
バイス上で実行しているアプリケーションを介して外部のコンピューティングデバイスと
通信することができる。いくつかの実装形態では、センサデータは、後の時間に処理する
ために記憶装置１０５上に格納することができる。いくつかの例では、記憶装置１０５は
、開示される方法、機能および操作のいずれかによって実行されるプロセッサ実行可能命
令を格納するため（データレシーバ１０１からのデータを分析するためを含む）のスペー
スを含み得る。他の例では、記憶装置１０５のメモリは、本明細書で説明される原理に従
って、心臓活動を示す測定データ、他の生理学的データ、あるいは、心臓活動を示すその
ようなデータまたは生理学的データの分析を格納するために使用することができる。
【００３３】
　図１Ｃは、本明細書で開示される原理による心臓センサデバイス１００Ｃのさらなる別
の例を示す。センサデバイス１００Ｃは、例えば、基板１００、データレシーバ１０１、
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分析器１０２および送信モジュール１０６を含む。送信モジュール１０６は、データレシ
ーバ１０１、分析器１０２からのデータおよび／または記憶装置（図１Ｂの記憶装置１０
５など）に格納されたデータを外部メモリもしくは他の記憶装置、ネットワークおよび／
または非搭載コンピューティングデバイスに送信するように構成される。一例では、送信
モジュール１０６は、ワイヤレス送信モジュールであり得る。そのような構成の場合、送
信モジュール１０６は、ワイヤレスネットワーク、無線周波数通信プロトコル、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）、近距離無線通信（ＮＦＣ）、および／または、光学的に使用す
る赤外線もしくは非赤外線ＬＥＤを介してデータを送信する。データは、外部メモリもし
くは他の記憶装置、ネットワークおよび／または非搭載コンピューティングデバイスに送
信することができる。
【００３４】
　図１Ｄは、基板１００、データレシーバ１０１、分析器１０２およびプロセッサ１０７
を含むさらなる別の例示的なシステム１００Ｄを示す。データレシーバ１０１は、センサ
からセンサ測定に関連するデータを受信することができる。一例では、センサは、コンフ
ォーマルセンサである。プロセッサ１０７は、例えば、本明細書で説明される原理に従っ
て、心臓活動を示すデータ、他の生理学的データ、あるいは、心臓活動を示すそのような
データまたは生理学的データの分析を分析するために、記憶装置１０７におよび／または
プロセッサ１０７内に格納されたプロセッサ実行可能命令を実行するように構成される。
いくつかの実装形態では、データは、データレシーバ１０１から直接受信することも、記
憶装置（図１Ｂの記憶装置１０５など）から回収することもできる。一例では、プロセッ
サは、分析器１０２のコンポーネントである、および／または、データレシーバ１０１の
最も近くに配置される。別の例では、プロセッサ１０７は、システムの外部にある（シス
テムから回収されたデータをダウンロードし、分析するコンピューティングデバイスにあ
るなど）。プロセッサ１０７は、データレシーバ１０１によって受信されたデータを定量
化するプロセッサ実行可能命令を実行することができる。
【００３５】
　図２Ａ～２Ｃは、データの分析からのデータまたは分析結果を表示またはそうでなけれ
ば出力するための電子ディスプレイまたは他の出力デバイスを含む心臓センサシステム構
成の非限定的な例を示す。図２Ａ～２Ｃの例示的なシステムは、基板２００、データレシ
ーバ２０１、分析器２０２およびインジケータ２０３を含む。図２Ｂ～２Ｃの例に示され
るように、システムは、本明細書で説明されるプロセッサ実行可能命令を実行するための
プロセッサ２０５（図２Ｃを参照）、ならびに／あるいは、プロセッサ実行可能命令なら
びに／あるいはシステムの分析器２０２および／または１つもしくは複数のコンフォーマ
ルセンサからのデータを格納するための記憶装置２０４（図２Ｂを参照）をさらに含み得
る。
【００３６】
　図２Ａ～２Ｃの例示的なシステムのインジケータ２０３は、本明細書で説明される原理
に従って、心臓活動を示すデータ、他の生理学的データ、あるいは、心臓活動を示すその
ようなデータおよび／または生理学的データの分析、ならびに／あるいは、ユーザ情報を
表示および／または送信するために使用することができる。一例では、インジケータ２０
３は、液晶表示（ＬＣＤ）デバイス、発光ダイオード（ＬＥＤ）表示デバイスもしくは電
気泳動ディスプレイ（ｅ－ｉｎｋなど）および／または多数の表示灯を含み得る。例えば
、インジケータ２０３は、一連のＬＥＤを含み得る。いくつかの実装形態では、ＬＥＤは
、緑から赤など、色に幅がある。この例では、パフォーマンスが既定の閾値基準を満たさ
ない場合は、赤の表示灯が起動され、パフォーマンスが既定の閾値基準を満たす場合は、
緑の表示灯が起動され得る。別の例では、インジケータ２０３は、データの分析からのデ
ータまたは分析結果を示すグラフ、プロット、アイコンまたは他のグラフィックもしくは
視覚表示を表示するために使用することができるスクリーンまたは他のディスプレイを含
み得る。
【００３７】



(17) JP 6711750 B2 2020.6.17

10

20

30

40

50

　いくつかの実装形態では、上記で説明されるように、インジケータ２０３の信号は、人
間の目で検出可能であり、他の実装形態では、インジケータ２０３の信号は、人間の目で
検出可能ではないが、画像センサを使用して検出することができる。インジケータ２０３
は、人間の目では実質的に検出できない表示方法の例として、人間の目の可視スペクトル
の範囲外（例えば、赤外線）の光を放出するように、または、暗すぎて検出できない光を
放出するように構成することができる。これらの例では、画像センサは、人間の目で見る
ことができる範囲外のそのような信号を検出するように構成することができる。様々な例
では、画像センサは、スマートフォン、タブレットコンピュータ、スレートコンピュータ
、Ｅリーダもしくは他の電子リーダ、または、ハンドヘルドもしくは着用可能なコンピュ
ーティングデバイス、ラップトップ、Ｘｂｏｘ（登録商標）、Ｗｉｉ（登録商標）もしく
は他のゲームシステムのコンポーネントであり得る。
【００３８】
　図３は、本明細書で論じられる例示的な方法、コンピュータシステムおよび装置のいず
れかを実装するために採用することができる例示的な心臓モニタリングコンピュータシス
テム３００のアーキテクチャを示す。図３のコンピュータシステム３００は、１つまたは
複数のメモリデバイス３２５と通信可能に結合された１つまたは複数のプロセッサ３２０
、１つまたは複数の通信インタフェース３０５、１つまたは複数の出力デバイス３１０（
例えば、１つまたは複数のディスプレイユニット）および１つまたは複数の入力デバイス
３１５を含む。図３のコンピュータシステム３００では、メモリ３２５は、いかなるコン
ピュータ可読記憶媒体も含み得、それぞれのシステムに対して本明細書で説明される様々
な機能を実装するためのプロセッサ実行可能命令などのコンピュータ命令や、それに関連
する、それによって生成される、または、通信インタフェースもしくは入力デバイスを介
して受信される任意のデータを格納することができる。図３に示されるプロセッサ３２０
は、メモリデバイス３２５に格納された命令を実行するために使用することができ、その
際、命令の実行に従って処理および／または生成された様々な情報をメモリから読み取る
ことまたはメモリに書き込むこともできる。
【００３９】
　また、図３に示されるコンピュータシステム３００のプロセッサ３２０は、命令の実行
に従って様々な情報を送信および／または受信するために、通信インタフェース３０５と
通信可能に結合するかまたは通信インタフェース３０５を制御することができる。いくつ
かの実装形態に対して、通信インタフェース３０５は、ネットワーク３１４と通信可能に
結合され、それにより、コンピュータシステム３００は、他のデバイス（例えば、他のコ
ンピュータ／コンピュータシステム）に情報を送信することおよび／または他のデバイス
から情報を受信することができる。ネットワーク３１４は、有線またはワイヤレスネット
ワーク、バス、または、他のデータ送信手段もしくは通信手段であり得る。図３のシステ
ムは、システム３００のコンポーネント間の情報フローを容易にするための１つまたは複
数の通信インタフェースをさらに含み得る。いくつかの実装形態では、通信インタフェー
スは、コンピュータシステム３００の少なくともいくつかの態様へのアクセスポータルと
してウェブサイトを提供するように構成される（例えば、様々なハードウェアコンポーネ
ントまたはソフトウェアコンポーネントを介して）。
【００４０】
　図３に示される心臓モニタリングコンピュータシステム３００の出力デバイス３１０は
、例えば、命令の実行に関係して情報を閲覧またはそうでなければ認識できるようにする
ために提供することができる。入力デバイス３１５は、例えば、命令の実行の間に、ユー
ザが、手動調整、選択、データもしくは他の様々な情報の入力、または、各種の方法のい
ずれかでのプロセッサとの相互作用を行えるように提供することができる。入力デバイス
３１５は、これらに限定されないが、スイッチ、接点、容量性または機械コンポーネント
の形態を取ることができる。他の例では、入力デバイス３１５は、センサからの測定値を
使用してシステムの制御を作動することができる。
【００４１】
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　図４は、本明細書の原理による、例示的な心臓センサシステム４００の代表的なシステ
ムレベルアーキテクチャのブロック図を示す。例示的なシステム４００は、メモリ４０２
、マイクロコントローラ４０４（少なくとも１つの処理ユニットを含む）、通信コンポー
ネント４０６（アンテナ４０８を含む）、電源４１０（すなわち、バッテリユニット）、
エネルギーハーベスタ４１４と結合された充電レギュレータ４１２、および、センサ／ト
ランスデューサコンポーネント４１６を含む。非限定的な例では、センサ／トランスデュ
ーサコンポーネント４１６は、心電図（ＥＣＧ）測定、加速度測定法における測定および
／または筋肉活性化測定を実行するための心臓センサプラットフォーム電子機器を含む。
センサ／トランスデューサコンポーネント４１６は、ユーザの心臓活動を示す電気データ
を測定するように構成された少なくとも１つの心臓センサコンポーネント、および、ユー
ザの心臓活動を示す生理学的データを測定するように構成された少なくとも１つのバイオ
メトリックセンサコンポーネントを備え得る。いくつかの構成に対して、心臓センサシス
テム４００は、本明細書で開示されるかまたはそうでなければ本明細書で開示される測定
のいずれかを実行するように構成される他のタイプのセンサコンポーネントの少なくとも
１つを含む。図４の例では、通信コンポーネント４０６は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商
標）通信または他のワイヤレス通信プロトコルおよび規格、ＥＣＧ測定、加速度測定法に
おける測定および／または筋肉活性化測定の記録、ならびに、測定された他の任意の生理
学的パラメータと関連付けられる他の任意のデータを制御するための少なくとも１つの低
電力マイクロコントローラユニットを含み得る。一例では、異なるタイプの測定の各々を
制御するためのそれぞれのマイクロコントローラが存在し得る。
【００４２】
　図５は、心臓活動の表示を検知、モニタまたはそうでなければ判断するための代表的な
コンフォーマル心臓センサプラットフォーム５００の様々なコンポーネントの非限定的な
例を示す。図５の例では、心臓センサプラットフォーム５００は、数ある中でも特に、メ
モリ５０４（例えば、３２メガバイト（ＭＢ）フラッシュメモリ）と、出力レギュレータ
５０８およびアンテナ５０９と結合された通信コンポーネント５０６（例えば、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）／Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）低エネルギー（ＢＴＬＥ）通
信ユニット）と結合された搭載バッテリユニット５０２（例えば、およそ２．７Ｖを供給
する）を組み込む。バッテリユニット５０２は、任意選択により、図５のコンポーネント
５１２によって単独でおよび集合的に表されるエネルギーハーベスタ、充電器、レギュレ
ータまたは同様のものと結合することができる。心臓センサプラットフォーム５００は、
共振器５１４（これに限定されないが、１３．５６ＭＨｚ共振器など）および全波整流器
５１６と結合して示されている。心臓センサプラットフォーム５００は、集積回路コンポ
ーネント５１８をさらに含み、集積回路コンポーネント５１８は、マイクロコントローラ
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）／ＢＴＬＥスタックオンチップ、および、コンフォー
マル心臓センサ測定を実装するためのプロセッサ実行可能命令を格納するファームウェア
の性質を有するか、または、マイクロコントローラ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）／
ＢＴＬＥスタックオンチップ、および、コンフォーマル心臓センサ測定を実装するための
プロセッサ実行可能命令を格納するファームウェアを備える。
【００４３】
　図５の例示的なコンフォーマル心臓センサプラットフォーム５００は、第１のセンサコ
ンポーネント５２０、および任意選択により、第２のセンサコンポーネント５２２を採用
する。一例では、第１のセンサコンポーネント５２０は、少なくとも３つの感度設定を有
する３軸加速度計およびデジタル出力を備える。この同じ例では、第２のセンサコンポー
ネント５２２は、ＥＭＧ検知、ＥＭＧ電極およびデジタル出力を備える。また、プラット
フォーム５００は、ＥＣＧ測定のための低電力マイクロコントローラユニット、ＥＭＧ測
定のための低電力マイクロコントローラ、加速度測定法における測定のための低電力マイ
クロコントローラユニットおよび／または電気生理学的測定のための低電力マイクロコン
トローラも含み得る。いくつかの例では、これらに限定されないが、ＥＣＧ、加速度測定
法、ＥＭＧまたは他の生理学的測定コンポーネントなどのシステムの所定のコンポーネン
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トの機能は、１つまたは複数のマイクロコントローラにわたって分割することができる。
エネルギーハーベスタ／充電器／レギュレータから他のコンポーネントに通じる線は、マ
イクロコントローラ、通信および／またはメモリモジュールの同様のセットで異なるセン
サ（これらに限定されないが、ＥＭＧ電極、ＥＥＧ電極、脳波記録（ＥＥＧ）電極など）
を使用できるモジュール設計をハイライトする。
【００４４】
　図６は、充電可能パッチとして構成された、一般に６００として指定される例示的なコ
ンフォーマル心臓センサデバイスの機械レイアウトおよびシステムレベルアーキテクチャ
の概略図を提示する。本明細書で開示されるコンフォーマル心臓センサ電子機器技術は、
多機能プラットフォームのための様々な機械および電気レイアウトで設計および実装する
ことができ、従って、それ自体は、図６で提示されるレイアウトに限定されない。そのよ
うないくつかのコンフォーマル電子機器レイアウトおよび構成の例は、例えば、その両方
とも、そのそれぞれの全体が全ての目的のために参照により本明細書に組み込まれる、共
同所有されるＲｏｏｚｂｅｈ　Ｇｈａｆｆａｒｉ　ｅｔ　ａｌ．の「Ｃａｔｈｅｔｅｒ　
Ｂａｌｌｏｏｎ　Ｅｍｐｌｏｙｉｎｇ　Ｆｏｒｃｅ　Ｓｅｎｓｉｎｇ　Ｅｌｅｍｅｎｔｓ
」と称する米国特許出願第１３／８４４，７６７号明細書および共同所有されるＲｏｏｚ
ｂｅｈ　Ｇｈａｆｆａｒｉ　ｅｔ　ａｌ．の「Ｃａｔｈｅｔｅｒ　Ｂａｌｌｏｏｎ　Ｈａ
ｖｉｎｇ　Ｓｔｒｅｔｃｈａｂｌｅ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔｒｙ　ａｎ
ｄ　Ｓｅｎｓｏｒ　Ａｒｒａｙ」と称する米国特許出願第１２／５７５，００８号明細書
で提示されている。フレキシブル電子機器技術を含むコンフォーマルデバイスは、通常、
フレキシブルポリマー基板／層にまたはフレキシブルポリマー基板／層上に埋め込まれた
ＩＣ設計を使用して伸縮可能な／屈曲可能なフォームファクタを統合する。これらの基板
／層は、歪みから回路を保護するようにおよび超薄型の断面において機械的な柔軟性を実
現するように定式化される。例えば、デバイスは、平均で約１ｍｍ以下程度の厚さで構成
することができる。他の例では、パッチは、より薄いまたはより厚い断面寸法で構成する
ことができる。
【００４５】
　図６のデバイスアーキテクチャは、バイオメトリックセンサコンポーネント６０２（例
えば、加速度計モジュールおよび／またはジャイロスコープモジュール）、ワイヤレス通
信モジュール６０４、マイクロコントローラ６０６、アンテナ６０８（これに限定されな
いが、伸縮可能なモノポールアンテナなど）、例えば、ＥＭＧ、ＥＥＧおよびＥＫＧ信号
を検出するためのコンフォーマル電極アレイ６１０および６１２、ならびに、１対の電極
コネクタ６１３を含む、電子表面実装技術（ＳＭＴ）コンポーネントを含む１つまたは複
数の再使用可能なモジュールを採用する。コンフォーマル電極アレイ６１０および６１２
（本明細書では「心臓センサコンポーネント」とも呼ばれる）は、再使用可能でも使い捨
てでもあり得る。また、代表的な充電可能パッチ６００は、電源モジュール６１４（これ
に限定されないが、およそ２ｍＡ－Ｈｒまたはおよそ１０ｍＡ－Ｈｒ）のＬｉＰｏバッテ
リなど）、レギュレータモジュール６１６、電力伝達コイル（これに限定されないが、ト
レース／スペース比が１．５／２ｍｉｌの０．１２５ｏｚのＣｕコイルなど）、電圧コン
トローラモジュール６２０およびメモリモジュール６２２も含む。
【００４６】
　図６の例に示されるように、コンフォーマル心臓センサデバイスのコンポーネントは、
伸縮可能な相互接続部６２４によって相互接続された「デバイスアイランド」配列で組み
立てられる。伸縮可能な相互接続部は、蛇行相互接続部、ジグザグ相互接続部、波形相互
接続部、座屈相互接続部、らせん相互接続部、牛耕式相互接続部、曲折状相互接続部、ま
たは、柔軟性を促進する他の任意の構成として単独でまたは集合的に構成することができ
る。本明細書で説明される例のいずれにおいても、導電性材料（これらに限定されないが
、電気相互接続部および／または電気接点の材料など）は、これらに限定されないが、金
属、金属合金、導電性ポリマーまたは他の導電性材料であり得る。本明細書で説明される
例示的な構造のいずれにおいても、伸縮可能な相互接続部は、約０．１μｍ、約０．３μ
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ｍ、約０．５μｍ、約０．８μｍ、約１μｍ、約１．５μｍ、約２μｍ、約５μｍ、約９
μｍ、約１２μｍ、約２５μｍ、約５０μｍ、約７５μｍ、約１００μｍまたはそれ以上
の厚さを有し得る。
【００４７】
　これらのコンポーネントは、前述のセンサ、電力、通信および他のコンポーネントを備
えることに加えて、本明細書で説明される原理による、追加の電極、追加の電極コネクタ
または他の任意の例示的なコンポーネントなど、追加のおよび代替のコンポーネントを含
み得る。伸縮可能な相互接続部６２４は、図６の様々なコンポーネント間の電気通信を容
易にするために導電性であるか、あるいは、伸展、圧縮および／またはねじり力などの変
形力を受けている間または受けた後に、コンフォーマルセンサデバイスの構成全体の所望
の総合的なフォームファクタまたは相対アスペクト比の維持を支援するために非導電性で
ある。また、図６の例は、デバイスアイランドを提供するために例示的なコンフォーマル
センサのコンポーネントを配置できるかまたはそうでなければ結合できるアイランドベー
ス６２６の異なる形状およびアスペクト比も示す。
【００４８】
　少なくともいくつかの所望のアプリケーションに対して、コンフォーマルデバイスの電
子コンポーネントまたは相互接続部の一部分の最も近くになど、コンフォーマルセンサデ
バイス５００の任意の領域もしくは部分またはコンポーネントにローカルでカプセル材料
を導入することができる。カプセル材料は、例えば、変形力がコンフォーマルデバイス全
体に加えられる事象において、加えられた応力または歪みからコンポーネントを保護する
上で役立つ。例えば、カプセル材料は、コンポーネントの領域でのローカルな機械上の中
立面の場所の調整を支援することができる。機能コンポーネントに対する機械上の中立面
の配置を制御することにより、コンフォーマルデバイス全体が変形力を受ける際に、コン
ポーネントの領域に及ぼされる応力または歪みがほとんどまたは全くないようにすること
ができる。
【００４９】
　非限定的な例として、電子コンポーネントに最も近いコンフォーマル心臓センサデバイ
スの一部分は、ポリイミド（ＰＩ）、他のポリマーまたはポリマー材料でカプセル化する
ことができ、それにより、機械上の中立面をコンポーネントのより壊れやすい部分と一致
させることができる。適用可能なポリマーまたはポリマー材料の非限定的な例は、ポリイ
ミド（ＰＩ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、シリコーンまたはポリウレタン
を含む。適用可能なポリマーまたはポリマー材料の他の非限定的な例は、プラスチック、
エラストマー、熱可塑性エラストマー、弾塑性材、サーモスタット、熱可塑性プラスチッ
ク、アクリレート、アセタールポリマー、生分解性ポリマー、セルロースポリマー、フッ
素ポリマー、ナイロン、ポリアクリロニトリルポリマー、ポリアミドイミドポリマー、ポ
リアリーレート、ポリベンゾイミダゾール、ポリブチレン、ポリカーボネート、ポリエス
テル、ポリエーテルイミド、ポリエチレン、ポリエチレン共重合体、修飾されたポリエチ
レン、ポリケトン、ポリメチルメタクリレート、ポリメチルペンテン、ポリフェニレン酸
化物、ポリフェニレン硫化物、ポリフタルアミド、ポリプロピレン、ポリウレタン、スチ
レン樹脂、スルホン系樹脂、ビニール系樹脂、または、これらの材料の任意の組合せを含
む。一例では、本明細書のポリマーまたはポリマー材料は、紫外線硬化性ポリマーまたは
シリコーンであり得る。
【００５０】
　コンフォーマルデバイス全体の構成を決定する際は、コンポーネントの寸法、コンポー
ネントの材料の剛性、１つまたは複数の相互接続部の寸法および／または剛性、カプセル
材料の剛性特性、ならびに／あるいは、カプセル材料の配置場所は、コンポーネントおよ
び／または相互接続部の壊れやすい領域近くへの応力または歪み集中を防ぐために、戦略
的に機械上の中立面がコンフォーマルデバイス全体の１つまたは複数のコンポーネントお
よび／または相互接続部の領域に収まるように制御することができる。非限定的な例では
、壊れやすい領域は、相互接続部と電子コンポーネントとの間の接合部である。
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【００５１】
　いかなる例示的な実装形態においても、コンフォーマルデバイス全体の任意の所定の領
域における機械上の中立面の位置付けは、加えられた応力または歪みからコンフォーマル
デバイス構造全体の電子的な機能コンポーネントのうちの１つまたは複数を保護するよう
に制御することができる。機械上の中立面の位置付けは、これらに限定されないが、（ａ
）電子コンポーネントの材料のタイプ（剛性）および／または電子コンポーネントの寸法
、（ｂ）相互接続部の材料のタイプ（剛性）および／または相互接続部の形状、ならびに
、（ｃ）カプセル材料の使用（カプセル材料のタイプ（剛性）の選択および／またはコン
フォーマルデバイス全体におけるカプセル材料のローカル配置の選択を含む）の少なくと
も１つなどのパラメータをローカルで制御することによって、コンフォーマルデバイス全
体の任意の電子コンポーネントにおいてローカルで制御することができる。
【００５２】
　図７Ａ～７Ｃは、身体の一部分上のコンフォーマル心臓センサパッチ７１０の例示的な
配置およびコンフォーマルセンサシステムによって取られた代表的なデータ７２０を含む
、コンフォーマル心臓センサシステム７００のいくつかの例示的な実装形態を示す。図７
Ａは、身体の部分間の相対距離に少なくとも部分的に基づいて身体上の検知電極の配置／
位置付けをどのように決定することができるかを示す。図７Ｂは、人間の対象者の上部胴
体（例えば、前胸部）上の定義された位置に配置された多数の電極（例えば、３つの心電
図（ＥＣＧ）電極）を含む、例示的なコンフォーマル心臓センサパッチ７１０を示す。配
置は、例えば、図７Ａで描写されるものと同様に実行された測定に基づいて（例えば、同
様の位置の比率に基づく配置間隔で）、または、同技術分野の他の任意の技法に従って、
決定される。図７Ｂもまた、身体上のＥＣＧ電極の配置の例を示す。図７Ｃは、身体上の
様々な位置（例えば、図７Ａで描写されるような）に対してＥＣＧ電極を使用して取られ
た非限定的な例示的な測定値を示す。以下の９Ａおよび９Ｂの議論において示されるよう
に、パッチのサイズおよび適合性ならびにパッチ内のセンサノードの密集間隔のため、心
臓センサパッチを患者の胸部または身体上のどこにでも配置できることが企図される。
【００５３】
　例示的なコンフォーマル心臓センサデバイス７１０は、使い捨てＥＣＧ電極７１４、Ｅ
ＣＧ電極をコンフォーマル心臓センサデバイス７１６の主要な部分／ボディと機械的およ
び電気的に結合するための再使用可能コネクタ７１６、および、心臓センサデバイスの主
要な部分を形成する心臓センサユニット７１２を含み得る。図７Ｂの例では、心臓センサ
ユニットの主要な部分７１２は、コンフォーマルパッチとして形成される。上記で説明さ
れる図６のアーキテクチャ６００と同様に、例示的な心臓センサユニット７１０は、少な
くとも１つのバッテリ、少なくとも１つのマイクロプロセッサ、少なくとも１つのメモリ
、少なくとも１つのワイヤレス通信デバイスおよび受動回路を含むように構成することが
できる。一例では、バッテリは充電可能であり得、それにより、心臓センサユニット７１
０を充電可能にすることができる。非限定的な例として、再使用可能パッチの平均厚さは
、約１ｍｍの厚さであり得、横寸法は、約２ｃｍ×約１０ｃｍであり得る。他の例では、
パッチは、他の寸法、フォームファクタおよび／またはアスペクト比を有する（例えば、
より薄い、より厚い、より広い、より狭いまたは他の多くのバリエーション）ように構成
することができる。
【００５４】
　次に図８Ａ～８Ｃに移ると、コンフォーマル心臓センサシステムおよびコンフォーマル
心臓センサパッチの例示的な実装形態が示されている。図８Ａは、選択的に取り外し可能
なおよび使い捨ての電極８０２、コンフォーマルパッチとして形成された再使用可能およ
び充電可能なコンフォーマルセンサユニット８０６と電極を電気的に結合するための再使
用可能コネクタ８０４を有するコンフォーマル心臓センサパッチ８００として少なくとも
部分的に形成された心臓センサシステムの１つの代表的な実装形態を示す。充電可能なコ
ンフォーマルセンサユニット８０６は、図１Ａ～１Ｄ、２Ａ～２Ｃおよび４～６に関して
上記で説明されるものを含む、多くの追加のおよび代替のコンポーネントをさらに含み得
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る。例えば、ユニット８０６は、バッテリ８０８、マイクロプロセッサ８１０、メモリ８
１２、ワイヤレス通信モジュール８１４、ならびに／あるいは、他の能動および受動回路
を備えるものとして示されている。示される例によれば、再使用可能パッチの平均厚さは
、約１ｍｍの厚さであり得、横寸法は、約２ｃｍ（幅）×約１０ｃｍ（長さ）であり得る
。他の例では、パッチは、他の寸法、フォームファクタおよび／またはアスペクト比を有
する（例えば、より薄い、より厚い、より広い、より狭いまたは他の多くのバリエーショ
ン）ように構成することができる。
【００５５】
　図８Ｂは、少なくとも２つの分離可能なサブコンポーネントを有する二分されたコンフ
ォーマル心臓センサ絆創膏８４０として少なくとも部分的に形成された心臓センサシステ
ムの別の例を示す。図８Ｂの例示的なシステムは、極薄型のステッカ８４４上または極薄
型のステッカ８４４に配置された例示的なＥＭＧ電極８４２を含むコンフォーマル心臓セ
ンサ絆創膏８４０を採用する。コンフォーマル心臓センサユニット８５２は、皮膚接着剤
８４６上または皮膚接着剤８４６に配置される。ＥＭＧ電極８４２は、電極コネクタ８４
８を介してコンフォーマル心臓センサユニット８５２と通信可能に結合される。図８Ａで
提示される構成と同様に、図８Ｂの充電可能な心臓センサユニット８５２は、少なくとも
１つのバッテリ８５０、少なくとも１つのマイクロプロセッサ、少なくとも１つのメモリ
、少なくとも１つのワイヤレス通信モジュールおよび／または受動もしくは能動回路を含
み得る。この例では、再使用可能パッチの平均厚さは、約１ｍｍの厚さであり得、横寸法
は、約２ｃｍ（幅）×約１０ｃｍ（長さ）であり得る。他の例では、パッチは、他の寸法
、フォームファクタおよび／またはアスペクト比を有する（例えば、より薄い、より厚い
、より広い、より狭いまたは他の多くのバリエーション）ように構成することができる。
【００５６】
　図８Ｃは、対象者の身体の一部分（例えば、人間の患者の左前腕）上のコンフォーマル
心臓センサパッチ８００／絆創膏８４０の可能な配置場所を提示する。この方法で心臓セ
ンサシステムの配置を使用して集められたデータは、心臓血管データ、生理学的データ、
筋肉活動データ、または、心臓活動およびそれと関連付けられた状態を評価するために単
独でもしくは他のデータと組み合わせて使用することができる他のデータを提供するため
に使用することができる。以下でさらに詳細に説明されるように、コンフォーマル心臓セ
ンサパッチは、心臓活動に関する間欠的な、組織的な、リアルタイムおよび／または連続
的なフィードバック、ならびに／あるいは、心臓活動に関連する他の電気生理学的測定値
を提供するために使用することができる。
【００５７】
　次に図９Ａに移ると、人間の身体上の例示的なコンフォーマル心臓センサデバイス９０
２およびシステムのいくつかの他の例示的な配置が示されている。図９Ａの例に示される
ように、コンフォーマル心臓センサパッチ／絆創膏／デバイスは、身体上の様々な場所に
配置することができる。様々な例示的な実装形態では、コンフォーマル心臓センサシステ
ムは、センサ／場所の組合せの各々と関連付けられた信号対雑音比を測定するために、身
体上の様々な場所に配置することができる。各配置位置での測定から得られたデータの分
析の結果は、望ましい信号対雑音比を得るための最適な場所を決定するために使用するこ
とができる。図９Ｂは、測定のために例示的なコンフォーマル心臓センサデバイス／シス
テムを配備できる異なる解剖学的場所の人間の胴体（腹部、胸部および肩）、首およびあ
ごの様々な図解を示す。
【００５８】
　本明細書の例示的なコンフォーマル電子機器技術は、多機能プラットフォームのための
様々な機械および電気レイアウトで設計および実装することができる。コンフォーマル電
子機器技術を含む例示的なデバイスは、ポリマー層に埋め込まれた設計を使用して様々な
伸縮可能なフォームファクタと統合することができる。これらは、歪みから回路を保護し
、超薄型（これに限定されないが、平均で約１ｍｍの厚さなど）のプロファイルで機械的
柔軟性を実現するように、定式化することができる。他の例では、パッチは、より薄いま
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たはより厚い断面寸法で構成することができる。例示的なデバイスアーキテクチャは、Ｅ
ＭＧまたは他の電気測定値（これらに限定されないが、ＮＣＳおよび脳波図（ＥＥＧ）信
号など）を検知するための使い捨てコンフォーマル電極アレイと結合されたＥＣＧ測定コ
ンポーネン、加速度計、ワイヤレス通信、マイクロコントローラ、アンテナを含む表面実
装技術（ＳＭＴ）コンポーネントを含む再使用可能モジュールを含み得る。
【００５９】
　プロセッサ実行可能命令開発（ソフトウェア、アルゴリズム、ファームウェアなどを含
む）は、信号処理の基礎としてプレディケートアルゴリズムを使用して各プラットフォー
ムに特有のものとなるように構成することができる。フィルタおよびサンプリングレート
は、剛性評価ボードで調整およびテストし、次いで、柔軟な設計で実装することができる
。本明細書で説明される原理による例示的なコンフォーマル心臓センサおよびコンフォー
マル電極は、例えば、身体上の様々な場所における心臓活動のモニタリングおよび／また
はモニタリングからの測定値を示すデータの分析のための、プロセッサ実行可能命令の実
装に基づいて使用することができる。
【００６０】
　本明細書で開示されるコンフォーマル心臓センサデバイス、方法およびシステムによっ
て取ることができる様々な例示的なパラメータがある。標準的基準の測定値は、１つまた
は複数のコンフォーマル心臓センサが対象者に装着されている間に取ることができる。各
条件は、再現性データを生成するために繰り返すことができる。センサ測定出力の精度お
よび再現性は、例えば、（ａ）身体上のＥＣＧ電極の既定の相対置換およびＥＣＧ信号の
強度、（ｂ）身体動作－Ｘ、Ｙ、Ｚ軸加速波形（単位Ｇ）、（ｃ）筋肉活動－筋肉動作Ｏ
Ｎ／ＯＦＦおよびＯＮからＯＮまでの時間に基づいて決定することができる。各センサの
最適な配置は、例えば、最大信号検出に対して決定することができる。２つ以上のセンサ
の最適な共同場所配置は、例えば、同様の方法で決定することができる。
【００６１】
　本明細書で説明される原理による例示的なコンフォーマル心臓センサおよびコンフォー
マル電極は、許容精度で、ＥＣＧおよび心臓活動の他の測定基準（心拍数および／または
心臓活動に関連する他の電気活動の測定を含む）、他の電気活動、温度、水分補給レベル
、神経活動、コンダクタンスおよび／または圧力を測定するために使用することができる
。許容精度は、心電図－ＭＡＣ　３５００　１２　Ｌｅａｄ　ＥＣＧ分析システム（ＧＥ
　Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅ，ＡＺ，ＵＳＡ）１または同様のものや、加速度測定法－これに
限定されないが、Ｓｈｉｍｍｅｒ３（登録商標）ベースモジュール（ｈｔｔｐ：／／ｗｗ
ｗ．ｓｈｉｍｍｅｒｓｅｎｓｉｎｇ．ｃｏｍ／）または同様のものあるいは外部画像ベー
ス身体モニタリングなどや、筋電図－Ｇｒａｓｓ　Ｐ５１１ＡＣ増幅器（Ｇｒａｓｓ　Ｔ
ｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ，Ｗｅｓｔ　Ｗａｒｗｉｃｋ，ＲＩ，ＵＳＡ）または同様のもの
の標準的基準の測定値とのこれらのセンサの高い相関（これに限定されないが、ｒ≧０．
８など）として操作可能にされたものとして定義することができる。
【００６２】
　ＥＣＧ電極を含む各コンフォーマル心臓センサの最適な配置は、例えば、高質の正確で
信頼できる測定値を生じさせるように決定することができる。正確で信頼できる測定値を
生じさせるように例示的なコンフォーマル心臓センサおよびコンフォーマル電極を配置で
きる少なくとも１つの配置があり得る。
【００６３】
　心臓活動の場合、対象者は、標準的基準（ＥＣＧ電極）上の１つまたは複数のコンフォ
ーマル心臓センサを身に着けている間に測定することができる。システムは、３軸加速度
計および／またはＥＭＧ電極を含み得る。コンフォーマル心臓センサは、対象者の心臓活
動を測定するために、対象者の身体または他のオブジェクト上の選択された場所に配置す
ることができる。標準的基準の測定値は、コンフォーマル心臓センサが装着されている間
に取ることができる。コンフォーマル心臓センサパッチ／絆創膏／デバイスは、胸部また
は胴体の他の部分、手首の内側、ふくらはぎ、左肩前方、左肩後方、耳の下の左首および
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額（例えば、図７Ａ、７Ｂ、９Ａおよび９Ｂに示されるような）を含む選択された身体の
配置場所に配置することができる。各条件は、再現性データを生成するために繰り返すこ
とができる。対象者は、一定期間の間、測定することができる。一例では、対象者は、一
連の活動／動き（例えば、座る、歩く、手の動き、運動、理学療法の動きまたは以下で説
明される他の任意の動き）を実行している間に測定することができる。コンフォーマル心
臓センサおよび基準の測定値は、対象者の健康状態、対象者に実行されている治療または
療法の効力、身体活動または労作に対する対象者の即応力、あるいは、スポーツまたは他
の運動に対する適切な心臓状態を含む所望の結果を示す情報を提供するために分析するこ
とができる。
【００６４】
　本明細書では、例えば、これらに限定されないが、対象者に実行されている治療または
療法の効力の選択された測定基準を予測するために、コンフォーマル心臓センサから感度
、特異性ならびに／あるいはアルゴリズムの陽性および／または陰性の予測値を推定する
ために使用することができる例示的なシステム、方法およびデバイスが提供される。コン
フォーマル心臓センサを身に着けている対象者の実現可能性または許容性をモニタするこ
とができる。対象者の心臓活動は、一定期間の間（例えば、安静時あるいは一連の動作、
活動および／またはタスクを実行している間に、数分、一時間または数時間程度の時間、
身体の部位または他のオブジェクト上に配置されたコンフォーマル心臓センサを身に着け
ている間にモニタすることができる。
【００６５】
　図１０Ａおよび１０Ｂでは、本明細書で説明されるコンフォーマルセンサデバイス、シ
ステムおよび方法のいずれかまたは全てに適用できる異なる通信プロトコルの例が提示さ
れている。図１０Ａの例では、心臓モニタリングシステム１０００のコンフォーマル心臓
センサパッチ１００２からの信号は、外部メモリもしくは他の記憶装置、ネットワークお
よび／または非搭載コンピューティングデバイスに送信することができる。信号は、例示
的なコンフォーマルセンサシステムによって実行された１つもしくは複数の測定を示すデ
ータおよび／またはデータの分析からの分析結果の量を含み得る。図１０Ａの例によれば
、コンフォーマルセンサシステム１０００は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）／ＢＬＴ
Ｅ可能デバイス１００６への身体上またはオブジェクト上の送信のためのＢｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ（登録商標）低エネルギー（ＢＬＴＥ）通信リンクを使用する。いくつかの実装形態
では、少量のデータは、タイムスタンプ情報（または他のメタデータ）を伴うＥＣＧ測定
値を含めて、低データ速度で転送される。また、送信されるデータは、タイムスタンプ情
報（または他のメタデータ）を伴う加速度測定法における現在のピーク測定値（例えば、
ｇ値）および／またはタイムスタンプ情報（または他のメタデータ）を伴うＥＭＧ活動（
ＯＮまたはＯＦＦにする）も含み得る。他のメタデータの非限定的な例は、場所（例えば
、ＧＰＳを使用）、周囲温度、風速または他の環境もしくは気象条件を含む。別の例では
、加速度計データは、経時的なエネルギーの値を決定するために使用することができる。
他の例では、生理学的パラメータまたは他の測定値を表すデータは、タイムスタンプまた
は他のメタデータと共に転送することができる。
【００６６】
　図１０Ｂは、指定された場所１１０５で充電プラットフォーム１１０４と結合されたセ
ンサシステム１１００のコンフォーマル心臓センサパッチ１１０２で信号が送信される、
別の代表的な実装形態および通信プロトコルを示す。コンフォーマル心臓センサパッチ１
１０２は、充電コイルおよび充電場１１０８での充電を容易にするために、電力伝達コイ
ル１９０６と共に製作される。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）低エネルギー（ＢＬＴＥ
）通信リンク１１１０は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）／ＢＬＴＥ可能デバイス１１
１２への身体上またはオブジェクト上の送信に備える。信号は、外部メモリもしくは他の
記憶装置、ネットワークおよび／または非搭載コンピューティングデバイスに送信するこ
とができる。図１０Ｂの例では、コンフォーマルセンサシステム１１００は、データ信号
を送信するために、ＢＴＬＥよりはるかに高いデータ速度でのＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
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商標）強化データ速度（ＢＴ　ＥＤＲ）送信を使用するように構成される。例えば、デー
タ信号は、タイムスタンプ情報および／または他のメタデータを伴うＥＣＧデータを含み
得る。データ信号は、タイムスタンプを伴う加速度測定法における生のデータ（Ｘ，Ｙ，
Ｚ）および／またはタイムスタンプ情報を伴うＥＭＧフィルタリング済み波形データを含
み得る。一例では、コンフォーマル心臓センサシステムは、高電力要件に基づいて、ＢＴ
　ＥＤＲ送信を実行する間は、充電プラットフォーム上に配置されたままかまたはそうで
なければ充電プラットフォームと結合されたままにすることができる。
【００６７】
　以下には、本明細書で説明されるコンフォーマル心臓センサシステム、方法およびデバ
イスの非限定的な例示的な実装形態が続く。例示的なコンフォーマルセンサシステムは、
心臓活動を測定するための少なくとも１つのコンフォーマルセンサコンポーネントを含む
、説明される測定のタイプを実行するための少なくとも１つのセンサコンポーネントを含
むように構成することができる。例示的なコンフォーマルセンサシステムは、動作および
／または筋肉活動の測定あるいは身体の他の生理学的測定を含む、少なくとも１つの他の
測定を実行するための少なくとも１つのセンサコンポーネントを含むように構成すること
ができる。例示的なコンフォーマルセンサシステムは、バッテリ、マイクロコントローラ
、マイクロプロセッサ、メモリ、ワイヤレス通信、能動回路および受動回路の少なくとも
１つを含む、上記で説明される他のいかなるコンポーネントも含み得る。本明細書で説明
される例示的なシステム、方法および装置は、心臓活動の検出および／または分析のため
のコンフォーマル心臓センサの使用に基づいて、様々な例示的な実装形態で実装すること
ができる。
【００６８】
　いかなる例示的な実装形態においても、システム、方法または装置は、所望の結果を示
す情報を提供するためにデータを分析するコンフォーマル心臓センサの測定値を示すデー
タを受信し、データおよび／または情報をメモリに格納するおよび／または送信するよう
に構成することができる。所望の結果は、本明細書で説明される例のいずれかの原理によ
る心臓活動を示す情報であり得る。本明細書で説明される原理によるいくつかの例では、
手順は、集められたデータの少なくとも一部分またはデータの分析に関連する情報を第三
者（すなわち、センサシステムを身に着けている対象者以外の任意の人物または実体）に
提供することを伴い得る。これらの例では、例示的な心臓センサシステムは、以前に対象
者の同意を得た場合にのみ、集められたデータまたはデータの分析に関連する情報を第三
者に提供するように構成することができる。第三者の非限定的な例は、指導者、指導スタ
ッフのメンバー、理学療法士、医者（医師または他のスポーツ医学医を含む）、身体トレ
ーナー、スポーツ健康管理医および同様の者を含む。
【００６９】
　図１１～２０は、本明細書で開示されるコンフォーマル心臓センサシステム、方法およ
びデバイスのいずれかのための実装形態の非限定的な例を示す。図１１Ａに移ると、例え
ば、コンフォーマル心臓センサシステムは、対象者の疲労度および／または即応力を追跡
するように構成される。この例では、コンフォーマル心臓センサシステムは、心拍数変動
（ＨＲＶ）を測定するために使用することができる。ＨＲＶは、心拍数の異なる測定値を
比較し、値の変化の範囲（例えば、パーセンテージまたはデルタ値として）を決定するこ
とによって得ることができる。開示されるコンフォーマル心臓センサデバイス／システム
のいずれも、対象者の上背部または胴体前面など、対象者の一部分上に配置することがで
きる。一例では、コンフォーマル心臓センサシステムは、活動時間の間および非活動時間
の間に心拍数の測定値を収集するために実装することができる。例えば、図１１Ａに示さ
れるように、コンフォーマル心臓センサシステムは、安静時の、活動時のおよび現在の心
拍数および動き／加速（活動）の測定を実行するためのコンポーネントを含み得る。図１
１Ａに示されるように、心臓センサシステムは、対象者の活動ステータス（例えば、安静
時、低レベルの活動、適度なレベルの活動、高レベルの活動など）、対象者のＨＲＶを判
断するため、および／または、対象者の即応力の状態（例えば、疲れている、低レベルの
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活動の準備が整っている、適度なレベルの活動の準備が整っている、高レベルの活動の準
備が整っている、完全な即応力を有するなど）の分類もしくは他の任意の適用可能な分類
を行うために使用することができる。例えば、ＥＣＧデータは、心拍数の表示を提供する
ために使用することができ、加速度計データは、活動レベルの表示を提供するために使用
することができる。一例では、コンフォーマル心臓センサシステムは、活動時間の間の心
拍数を示すデータを非活動時間の間に収集された心拍数を示すデータと比較するため（ま
たは本明細書で説明される他の任意の分析のため）のプロセッサ実行可能命令を実行する
ための処理ユニットを含み得る。処理ユニットは、比較データの分析のためにメモリに格
納された命令を含むプロセッサ実行可能命令を実行するために使用することができる。例
示的なコンフォーマル心臓センサシステムの測定値は、対象者の疲労度または即応力を示
すために使用することができる。例えば、比較データが低いＨＲＶを示す場合は、分析結
果を使用して、対象者が疲れている状態にあることを示すことができ、比較データが高い
ＨＲＶを示す場合は、分析結果を使用して、対象者が即応力のある状態にあることを示す
ことができる。
【００７０】
　図１１Ａに示されるように、コンフォーマル心臓センサデバイスは、心臓の組織に最も
近い対象者の胴体と密接に結合することができる。例示的なコンフォーマル心臓センサシ
ステムは、収集されたデータおよび／または分析結果の出力表示を示すために、ディスプ
レイ（ビデオグラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）など）と結合することができ
る。例えば、図１１Ａに示されるように、心臓センサシステムのユーザインタフェースは
、収集されたデータ、対象者の活動ステータス、対象者のＨＲＶおよび／または対象者の
即応力レベル分類の表示を表示するために使用することができる。非限定的な例として、
図１１Ａの結果は、これに限定されないが、競技イベントなどの特定のイベントまたは活
動を準備しているユーザが使用することができる。例えば、例示的な心臓センサシステム
は、例えば、指導者、理学療法士、スポーツ医学医を含む）医者、身体トレーナー、スポ
ーツ健康管理医、および／または、（プロのスポーツ選手、アマチュアのスポーツ選手、
愛好家もしくは活動に従事しようとしている他の人物を含む対象者が使用することができ
る。
【００７１】
　図１１Ｂの非限定的な例では、対象者は、レースまたは他の競技イベントを開始する前
のスタートブロックの短距離走者として示されている。図１１Ｂに示されるように、心臓
センサシステムの（例えば、図１１Ａの）ユーザインタフェースまたは他のディスプレイ
を参考にして、ＨＲＶデータまたは他の分析（または即応力分類）を提供して対象者のイ
ベントに対する即応力を判断することができる。例えば、心臓センサシステムは、ウォー
ミングアップの間に記録された最大心拍数に対するＨＲＶ値をイベントの直前に測定され
た心拍数と比較するように構成することができる。ある一定のパーセンテージ範囲より大
きな差を比較が示す場合は、これは、対象者の心拍数がイベント前に非常に低くなり過ぎ
たことを示し得る。例えば、短距離走者の心拍数が競技イベントのウォーミングアップと
開始との間は高い状態で維持されることが好ましい場合がある。例えば、より高い心拍数
を維持することにより、イベントの間に身体全体にわたって急速で血液が輸送されること
を保証することができる。
【００７２】
　図１２Ａは、対象者の総合的なフィットネスを追跡し、任意選択により、その表示を出
力する（例えば、図１Ｂのフィードバックコンポーネント１０９を介して）ように構成さ
れた別の代表的なコンフォーマル心臓センサシステム、方法またはデバイスを示す。例え
ば、対象者のフィットネスは、体調および／または持久力の測定によって表示することが
できる。この例では、コンフォーマル心臓センサシステム／デバイスは、心拍数変動（Ｈ
ＲＶ）および／または動作を測定する（活動のインジケータとして）ために使用すること
ができる。例示的なコンフォーマル心臓センサシステムは、胴体の一部分または他の身体
の部位など、対象者の一部分上に配置することができる。一例では、コンフォーマル心臓
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センサは、図１１と関係して上記で説明されるものなど、活動時間の間および非活動時間
の間に心拍数の測定値を収集するために実装することができる。図１２Ａに示されるよう
に、心臓センサシステムは、対象者の活動レベル（例えば、１日の歩数または活動レベル
（低い、適度な、高い）、心拍数（例えば、１日の最大、最小または平均）および／また
は対象者のＨＲＶを判断するために使用することができる。分析の結果は、対象者の身体
のフィットネスの分類であり得る。例えば、図１２Ａに示されるように、心臓センサシス
テムは、体調不良の（身体のフィットネス状態が悪い）、体調が良いもしくは極めて健康
な、または、他の任意の適用可能な分類として、対象者の分類の表示を提供することがで
きる。例えば、ＥＣＧデータは、心拍数の表示を提供するために使用することができ、加
速度計データは、歩数を含む活動レベルの表示を提供するために使用することができる。
一例では、コンフォーマル心臓センサシステムは、例えば、活動時間の間の心拍数を示す
データを非活動時間の間に収集された心拍数を示すデータと比較するため、平均心拍数お
よび／または平均活動頻度、平均ＨＲＶ、平均歩数を判断するため、あるいは、本明細書
で説明される他の任意の分析のためのプロセッサ実行可能命令を実行するための処理ユニ
ットを含み得る。処理ユニットは、比較データの分析のためにメモリに格納された命令を
含むプロセッサ実行可能命令を実行するために使用することができる。図１２Ａは、本明
細書で説明される集められたデータおよび／または分析の結果の、電子ビデオ表示デバイ
スで実装することができる例示的なユーザインタフェースを示す。
【００７３】
　図１２Ｂは、対象者のＶＯ２最大値（最大酸素消費量、最大酸素摂取量、ピーク酸素摂
取量または最大有酸素容量とも呼ばれる）の推定値を決定し、任意選択により、その表示
を出力する（例えば、図１Ｂのフィードバックコンポーネント１０９を介して）ように動
作可能な例示的なコンフォーマル心臓センサシステムを示す。例えば、心臓センサシステ
ムは、心臓センサ測定に基づいてＶＯ２最大値を決定するように構成することができる。
ＶＯ２最大値は、漸増運動の間に酸素を輸送および使用する対象者の身体の最大容量の表
示を提供し、対象者の身体のフィットネスを測る基準として使用することができる。例え
ば、ＥＣＧデータは、心拍数の表示を提供するために使用することができ、加速度計デー
タは、活動レベルの表示を提供するために使用することができる。例示的なコンフォーマ
ル心臓センサシステムの少なくとも１つの処理ユニットは、ＶＯ２最大値を決定するため
または他の任意のデータ分析のためにメモリに格納された命令を含むプロセッサ実行可能
命令を実行するように構成することができる。図１２Ｂは、コンフォーマル心臓センサを
使用して集められたデータ、ＶＯ２最大値および／または分析からの他の任意の情報を表
示するための例示的なグラフィカルインタフェースを示す。この非限定的な例では、デー
タまたは他の情報は、グラフィカルプロットとして表示される。
【００７４】
　図１３は、活動／対象者の心臓血管必要量の推定値を決定し、任意選択により、その表
示を出力する（例えば、図１Ｂのフィードバックコンポーネント１０９を介して）ように
設計されたコンフォーマル心臓センサシステムのさらなる別の例を示す。心臓センサシス
テムは、心拍数および動作データを測定するように構成することができる。心臓センサシ
ステムは、対象者の心臓血管のフィットネスのためのベースラインを決定するためにデー
タを分析するように構成することができる。例えば、データ分析情報は、対象者の心臓血
管の能力または労作度もしくは強度を示すことができる。例えば、図１３は、安静時の平
均心拍数、活動時の平均心拍数、現在の心拍数および／または活動レベル（動き）の表示
に関連する分析情報を示すように動作可能なコンフォーマル心臓センサシステムのユーザ
インタフェースまたは他の表示デバイスを示す。図１３に同様に示されるように、例示的
なコンフォーマル心臓センサシステムは、活動レベルの変更の推奨を対象者または第三者
に提供することができる。例えば、活動中は、心臓センサシステムは、心臓血管のフィッ
トネスレベルに基づいて、活動レベルを減少するか、または、活動の強度を維持するかも
しくは増加するように対象者に指示するために使用することができる。心臓センサシステ
ムは、パフォーマンスに基づいて対象者の心臓血管のフィットネスのベースラインを調整
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すると判断するためにデータを分析するように構成することができる。
【００７５】
　次に図１４に移ると、エネルギー消費量の表示を評価および提供する（例えば、図１Ｂ
のフィードバックコンポーネント１０９を介して）ように動作可能なコンフォーマル心臓
センサシステムの例が示されている。心臓センサシステムは、心拍数および／または動作
データを測定するように構成される。次いで、心臓センサシステムは、対象者のエネルギ
ー消費量の表示を決定するためにデータを分析する。例えば、分析は、より包括的なカロ
リー演算（例えば、カロリー消費量）を提供するために、心拍数、心拍数変動および動作
データの集計データセットを決定することを含み得る。そのような分析の結果は、これら
の測定基準のうちのたった１つから成るデバイスより正確なエネルギー消費量の表示を提
供することができる。図１４に示されるように、コンフォーマル心臓センサシステムのユ
ーザインタフェースまたは他のディスプレイは、安静時の平均心拍数、最大および最小心
拍数、ＨＲＶ、歩数ならびに／あるいは活動レベル（動き）の表示に関連する分析情報を
示すために使用される。
【００７６】
　図１５では、活動レベルの表示を評価および提供する（例えば、図１Ｂのフィードバッ
クコンポーネント１０９を介して）ように構成されたコンフォーマル心臓センサシステム
の例が提示されている。心臓センサシステムは、対象者の活動レベルの表示を決定するた
めに心臓および動作データを分析するように構成される。例えば、分析は、より包括的な
活動レベルの表示を提供するために、心拍数、心拍数変動および動作データの集計データ
セットを決定することを含み得る。この分析の結果は、これらの測定基準のうちのたった
１つから成るデバイスより正確な活動レベルの表示を提供することができる。図１５には
、平均心拍数、現在の心拍数、および／または活動レベル（動き）の表示に関連する分析
情報を示すために使用されるコンフォーマル心臓センサシステムのユーザインタフェース
または他の表示デバイスが示されている。図１５の例では、対象者は、低レベルの活動（
すなわち、彼／彼女の身体の残りの部分を静止したまま素早く書くかまたはタイプする）
に従事している。この例では、コンフォーマル心臓センサシステムは、心拍数（この例で
は比較的に低い）と併せて対象者の動きの測定値を記録するように構成される。これらの
測定値を示すデータの分析に基づいて、システムは、ユーザが活動していないと判断する
。ユーザインタフェースまたは他のディスプレイは、非活動レベルについて対象者に警告
するために使用することができる。医療の文脈において、警告は、例えば、医療規定の活
動レベルを満たすため、到達すべき活動レベルをユーザに示すことができる。
【００７７】
　図１６は、対象者の睡眠の質の表示を評価および提供する（例えば、図１Ｂのフィード
バックコンポーネント１０９を介して）ように動作可能な代表的なコンフォーマル心臓セ
ンサシステムを示す。この例の心臓センサシステムは、睡眠の質の表示を決定するために
心拍数および／または動きを示す測定データを分析するように構成される。例えば、分析
は、より包括的な睡眠の質の表示を報告するために、心拍数、心拍数変動および動作デー
タの集計データセットを決定することを含み得る。分析結果は、単一の測定基準のみから
成るデバイスより正確な活動レベルの表示を提供する上で役立つ。例えば、システムは、
対象者が睡眠中にただ動いているだけであり、レム（ＲＥＭ）睡眠を妨げていない際、ま
たは、対象者の動きがＲＥＭ睡眠を実際に妨げている際にそれを判断するために２つ以上
の測定基準を示すデータを比較するように構成することができる。ＲＥＭ睡眠の妨げは、
対象者の睡眠の質の向上を阻む。図１１～１５に示されるものと同様に、図１６のシステ
ムは、心拍数、動きおよび／または包括的な睡眠の質の表示のグラフ表現を提供するため
に、グラフィカルユーザインタフェースまたは他の表示デバイスを含む。
【００７８】
　次に図１７を見ると、テスト対象者の心配および／またはストレスの表示を評価および
提供する（例えば、図１Ｂのフィードバックコンポーネント１０９を介して）ように構成
されたコンフォーマル心臓センサシステムが示されている。心臓センサシステムは、心配
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および／またはストレスの表示を決定するために、心拍数（ＥＣＧデータを含む）および
／または動きを示す測定データを分析するように構成される。例えば、分析は、心配レー
トおよび／またはストレスを決定するために、心拍数、心拍数変動および動作データの集
計データセット、心拍数、心拍数変動および動作データの集計データセットを決定するこ
とを含み得る。非限定的な例示として、心配またはストレス特性と関連付けられる心拍は
、ある一定の量またはパーセンテージ（心拍数データによって示されるような）を上回る
心拍数の上昇と関連付けられる非活動期間（加速度計データによって示されるような）を
詳細に調べ、その心拍の質を評価することによって特徴付けることができる。図１７で描
写されるように、低く変動する動き（ここでは加速度計データによって表されている）に
比べて広く変動する心拍数（ここではＥＣＧデータによって表されている）。そのような
分析結果は、心配および／またはストレスのより正確な表示を提供することができる。
【００７９】
　図１８は、心臓の可塑性および／または心臓の異常の表示を提供し、任意選択により、
その表示を出力する（例えば、図１Ｂのフィードバックコンポーネント１０９を介して）
ように動作可能なコンフォーマル心臓センサシステムの例を示す。心臓センサシステムは
、対象者の心臓の可塑性および／または異常の表示を決定するために心拍数データを分析
するように構成することができる。例えば、分析は、制御されたテスト条件および／また
は環境の間に不整脈、頻脈、細動および／または徐脈を検出することを含み得る。対象者
の活動が制御される場合は、集められたデータは、洞性不整脈への活動の衝撃と心臓への
物理的衝撃を見分けるために分析することができる。図１８に示されるように、コンフォ
ーマル心臓センサシステムのグラフィカルユーザインタフェースまたは他の電子表示デバ
イスは、対象者のパフォーマンスおよび／または心拍数データをリモートでモニタして表
示するために、センサユニットと併せて使用される。一例では、集められたデータは、第
三者（例えば、健康管理医、医者または医療提供者）に提供することができる。コンフォ
ーマル心臓センサシステムは、第三者が対象者のパフォーマンスおよび／または心拍数デ
ータをリモートでモニタできるようなリモート検知能力を含み得る。例えば、データまた
は分析情報は、対象者の電子健康記録に送信することができる。
【００８０】
　図１９は、心拍数モニタリングを提供し、任意選択により、その表示を出力する（例え
ば、図１Ｂのフィードバックコンポーネント１０９を介して）ように構成されたさらなる
別の代表的なコンフォーマル心臓センサシステムを示す。この実装形態によれば、心拍数
モニタリングに関連する情報は、対象者の状態の分析に基づいて、タイミングを通知する
ためおよび／または対象者の意思決定能力の質を改善するために使用される。例えば、対
象者の意思決定能力は、対象者がストレスおよび／または心配を抱えている場合は、害さ
れる可能性がある。心臓センサシステムは、心拍数モニタリングを提供するために心拍数
データおよび／または加速度計データを分析するように構成することができる。例えば、
心拍数および／または加速度計データの分析は、例えば、対象者がストレスおよび／また
は心配を生じる異常な状況下にある時間の表示を対象者または第三者に提供するために使
用される。一例では、心臓センサシステムは、データ分析によって示されるように、高レ
ベルのストレスおよび／または心配に至った（例えば、既定の閾値レベルを超える）時点
で意思決定を実行するかまたは抑えるための表示をユーザに提供するように構成される。
例えば、対象者は、彼／彼女の組織のためにはるかに重大な決定を行うビジネスマンであ
り得る。対象者のストレスおよび／または心配のレベルの分析に基づいて、対象者は、潜
在的なストレス因子（任意の外部のストレス因子を含む）から切り離して意思決定を行う
べきであると判断することができる。図１９は、決定準備アプリケーションにおけるコン
フォーマル心臓センサシステムのグラフィカルユーザインタフェース（または他の電子表
示デバイス）上のスクリーンプロンプトの例を示す。システムは、例示的な推奨エンジン
を含み得る。推奨エンジンは、意思決定準備の表示を提供するために、集められたデータ
および／または分析情報を使用してアルゴリズム（および関連方法）を実行することがで
きる。例示的な推奨エンジンは、データ分析に基づいて、ユーザが決定を行う準備が整っ
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ているかどうかを示すように構成することができる。システムは、対象者の意思決定能力
の質の表示を提供するために、ユーザ入力テキストまたは他のデータ、ユーザ入力リスク
値、および、長期的心拍数傾向を含む、一連の入力を使用するように構成することができ
る。図１９の例で描写されるように、表示は、スライド式のリスクレベル、意思決定の準
備の表示および／または傾向の分析として表示することができる。
【００８１】
　図２０を参照すると、活動タイプの効果の表示を提供するため、および任意選択により
、その表示を出力する（例えば、図１Ｂのフィードバックコンポーネント１０９を介して
）ためのコンフォーマル心臓センサシステムが示されている。非限定的な例として、心拍
数モニタリングに関連する情報は、活動が有酸素運動タイプとして機能するかまたは無酸
素運動タイプとして機能するかを示すために使用することができる。例えば、身体的な労
作の間、心臓センサシステムは、対象者の蓄積された脂肪または蓄積されたグルコースが
利用されているかどうか（クレブス回路が活性化されているかどうかの表示）を判断する
ように構成することができる。身体的な労作は、運動および／または一般活動と関連付け
ることができる。身体的な労作の非限定的な例は、トレッドミル上で走ることおよび／ま
たは歩くこと、あるいは、自転車型トレーニングマシン上で自転車を漕ぐことを含む。図
２０は、運動の間にユーザの体重減少におけるゴールに基づいて情報を提供するコンフォ
ーマル心臓センサシステムのユーザインタフェース（または他のディスプレイ）上のスク
リーンの例を示す。例えば、心拍数データの測定に基づいて、ユーザインタフェース（ま
たは他のディスプレイ）は、脂肪燃焼ゾーンにとどまるようにある一定の心拍数を維持す
るために、ユーザに対する推奨を提供することができる。別の例として、心拍数データの
測定、ユーザインタフェース（または他のディスプレイ）に基づいて、心拍数が低過ぎる
と判断することができ、システムは、運動ペースを上げるというプロンプトをユーザに提
供する。心拍数が高過ぎると判断された場合は、システムは、運動ペースを下げるという
プロンプトをユーザに提供することができる。
【００８２】
　次に図２１は、倒れる動きまたは他の急速な動きを検出するように動作可能な例示的な
コンフォーマル心臓センサシステムを示す。例示的なコンフォーマル心臓センサシステム
は、ＥＣＧ、加速度計およびトリガを含み得る。例示的な実装形態では、コンフォーマル
心臓センサシステムは、対象者の状態をモニタするように構成することができる。倒れる
動きまたは他の急速な動きがあったという表示があった時点で（例えば、加速度計データ
に基づいて判断される）、トリガは、ＥＣＧ測定コンポーネント起動することをシステム
に行わせることができる。そのようなＥＣＧ測定は、対象者の状態の表示を提供するため
に分析することができる。一例では、システムは、対象者が全てのまたは他の急速な動き
からの悪影響を経験した可能性があることをＥＣＧデータが示す場合は、警告を発行する
（例えば、図１Ｂのフィードバックコンポーネント１０９を介して）ように構成すること
ができる。一例では、高齢者介護または病人介護は、対象者のバイタルサインおよび活動
をモニタするために、ＥＣＧ電極と併せて、倒れる動きまたは他の急速な動き検出センサ
を含むコンフォーマル心臓センサシステムを使用することによって改善することができる
。一例では、コンフォーマル心臓センサシステムは、対象者に関連する生理学的データを
捕捉するようにおよび／またはこの情報を対象者もしくは第三者に伝達するように構成す
ることができる。非限定的な例として、第三者は、対象者の医師、介護者、または、他の
医者もしくは健康管理医であり得る。一例では、システムは、対象者が倒れる動きまたは
急速な動きを経験した際に警告または他の表示を第三者に送信するように構成することが
できる。一例では、コンフォーマル心臓センサシステムは、実質的に機械的に見えない（
すなわち、最も扱い易い）着用可能パッチとして構成することができ、高い接着性を促す
ために対象者に装着することができる。一例では、コンフォーマル心臓センサシステムは
、最小量の偽陽性または偽陰性のデータセットを提供するように構成することができる。
【００８３】
　図２１の例で描写されるように、コンフォーマル心臓センサシステムは、データ測定値
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（例えば、加速度計データ）に基づいて、倒れる動きまたは急速な動きのタイプを決定す
るように構成することができる。例えば、倒れる動きは、矢状面または冠状面に沿って起
こり得る。矢状面に沿って倒れる動きは、前方または後方に向けて起こり得、冠状面に沿
って倒れる動きは、横方向に向けて（すなわち、左右に）倒れる動きである。３軸加速度
計を含み、胸部または胴体の他の部分の最も近くに配置される例示的なコンフォーマル心
臓センサシステムは、急激に倒れる動きあるいは他の急速な動き、衝撃および／または回
復を検出するために使用することができる。一例では、回復段階の間、対象者のステータ
スの迅速な評価のため（例えば、歩行評価のため）に対象者のバイタルサインを追跡する
ことが有益であり得る。バイタルサインの非限定的な例は、心拍数および／またはＥＣＧ
を含む。
【００８４】
　非限定的な例では、例示的なコンフォーマル心臓センサシステムのいずれも、測定が行
われていない際はスリープモードで維持することができる。閾値または他の指定値を超え
たことを加速度計測定が示す（倒れる事象または他の急速な動きを潜在的に示す）場合は
、ＥＣＧ記録センサと共に、マイクロコントローラを「ＯＮ」にするようにトリガするこ
とができる。一例では、これに限定されないが、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュ
ールなどの通信コンポーネントもトリガすることができる。ＥＣＧ測定値は、ＥＣＧ記録
センサが「ＯＦＦ」にされるまでまたは電源が閾値を下回ってエネルギーを失う（例えば
、バッテリが切れる）まで取ることができる。ＥＣＧ測定値は、システム時代のメモリ上
にローカルで格納すること、ならびに／あるいは、ＥＣＧ記録センサが「ＯＦＦ」にされ
るまでまたは電源が閾値を下回ってエネルギーを失うまで外部記憶装置に伝達すること（
例えば、データストリーミングを使用する）ができる。
【００８５】
　図２２は、例示的なコンフォーマル心臓センサシステムのコンポーネントのアルゴリズ
ム、操作順番または方法２０００の非限定的な例を示すフローチャートである。図２２で
提示される方法は、例えば、上記および下記で開示されるコンフォーマル心臓センサデバ
イス、装置およびシステムのうちの１つもしくは複数または全てによって実行することが
できる。ブロック２００１では、倒れる動きまたは急速な／制御されていない動きが起こ
る。倒れる動きまたは他の急速な／制御されていない動きに応答して、ブロック２００３
において衝撃時間を記録することができ、ブロック２００５において加速度計測定値（重
力測定値）を取ることができる。加速度計測定値が閾値を上回る場合は、方法２０００は
ブロック２００７に進み、ＥＣＧ測定値記録の開始に着手することができる。加速度計測
定値および／またはＥＣＧ測定値を示すデータは、メモリへ格納するかまたは外部のコン
ピューティングデバイスに送信することができる（図２２のブロック２００９で描写され
るように）。別の例では、システムは、ブロック２０１１に見られるように、加速度計測
定値および／またはＥＣＧ測定値に基づいてアラームまたは警告の他の形態を外部のコン
ピューティングデバイスに送信するように構成することができる。
【００８６】
　図２３には、本明細書で説明される例示的な方法、操作およびアルゴリズムのいずれか
を実行するために使用することができる例示的なコンフォーマル心臓センサシステム２１
００のコンポーネントの例示的なレイアウトが示されている。例示的なコンフォーマル心
臓センサシステム２１００は、加速度計２１１０、プロセッサ２１１２、メモリ２１１４
、バッテリ２１１６、ＥＣＧコンポーネント２１１８、アンテナ２１２０、通信コンポー
ネント２１２２およびアラームコンポーネント２１２４を含む。
【００８７】
　図２４は、例示的なコンフォーマル心臓センサシステムのＥＣＧコンポーネントを使用
して取ることができるいくつかの代表的な測定値を示す。測定値は、心臓活動を示す電気
信号の波パターンを示す。示される間隔（Δｔ１、Δｔ２、Δｔ３）は、任意選択により
ユーザに出力する（例えば、図１Ｂのフィードバックコンポーネント１０９を介して）こ
とができる、心拍数、ＨＲＶまたは心臓活動に関連する情報の表示を提供するために分析
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することができる。
【００８８】
　別の例では、例示的なコンフォーマル心臓センサシステムは、パーキンソン病を患う対
象者の心拍数変動をモニタするため、および任意選択により、その表示を出力する（例え
ば、図１Ｂのフィードバックコンポーネント１０９を介して）ために使用することができ
る。この例では、コンフォーマル心臓センサシステムは、対象者の胸部または胴体の他の
部分に装着することができる。一例では、コンフォーマル心臓センサシステムは、胸骨上
に直接配置することができる。パーキンソン病は、心臓血管の自律神経系の機能不全を招
く場合があり、それは、心拍数変動を示すデータの分析に基づいて検出することができる
。この機能不全は、より重度の形態のパーキンソン病を患う対象者においてより多く宣告
され得る。例示的なコンフォーマル心臓センサシステムは、ＥＣＧ測定におけるＱＲＳの
振れ間の時間間隔の測定に基づいてＲ－Ｒが導出されるＲ－Ｒ変動性をモニタするように
構成することができる。一例では、パーキンソン病の対象者が異常な動きまたは呼吸を経
験しているかは、分析結果に基づいて判断することができる。異常な動きまたは呼吸と判
断する事象では、警告または他の表示をシステムのディスプレイ上に表示するかまたは外
部に伝達することができる。一例では、警告または他の表示は、これに限定されないが、
スマートフォンなどの外部のコンピューティングデバイスに送信することができる。例示
的なコンフォーマル心臓センサシステムは、異常な動きまたは呼吸の検出を受けてシステ
ムにＥＣＧ測定値の記録をトリガさせるように構成することができる。
【００８９】
　図２５は、コンフォーマル心臓センサシステムの例示的な実装形態または方法２２００
のフローチャートである。図２５で提示される方法は、例えば、上記および下記で開示さ
れるコンフォーマル心臓センサデバイス、装置およびシステムのうちの１つもしくは複数
または全てによって実行することができる。ブロック２２０１では、コンフォーマル心臓
センサシステムが結合される対象者の心拍数／ＥＣＧ測定値が取られる。ブロック２２０
３では、心拍数変動を演算するためのアルゴリズム（および関連方法）が実行される。Ｈ
ＲＶの測定および決定は、例えば、ブロック２２０５において、設定された時間にわたっ
て実施される。ブロック２２０７では、データ分析が異常な呼吸を示す場合は、外部のコ
ンピューティングデバイスにアラームが送信される。ブロック２２０９では、対象者の呼
吸を修正するという警告もまたユーザに提供される。ブロック２２１１では、フィードバ
ックループにおいてＨＲＶが演算される。呼吸が不安定であることをデータ分析が示す場
合は、ユーザは、呼吸を修正するように再度警告を受け、ＨＲＶが再度演算される。呼吸
が安定していることをデータ分析およびＨＲＶ演算が示す場合は、ブロック２２１３にお
いて、コンフォーマル心臓センサシステムは、休眠モードに戻る（例えば、スリープモー
ドに入る）ことができる。一例では、フィードバックループの手順は、対象者への、例え
ば、調合薬、生物学的または他の療法の投与と共に実行することができる。ＨＲＶが安定
していることを演算されたＨＲＶが示す場合は、投与をやめることができる。別の例では
、ＨＲＶが安定しているとシステムが判断するまで、投与は行われない。
【００９０】
　別の例では、例示的なコンフォーマル心臓センサシステムは、心不全に至る可能性があ
る状態の潜在的な警告を提供する（例えば、図１Ｂのフィードバックコンポーネント１０
９を介して）ために、パーキンソン病の心拍数変動をモニタするために使用することがで
きる。パーキンソン病の対象者のＨＲＶ減少は、運動活動の低減のインジケータとして使
用することができる。ＨＲＶの減少は、心臓血管の自律神経障害のマーカとして使用する
ことができる。例示的なコンフォーマル心臓センサシステムは、連続的な運動活動モニタ
リング（例えば、記録されたおよび／または標準化された運動活動モニタリングを使用す
る）およびＥＣＧ活動モニタリングを実行するように構成することができる。データは、
心電図活動と共に、運動合併症の表示を提供するために分析することができる。一例とし
て、集められたデータの分析は、心拍数の突然の変化または変動の欠如を示すために使用
することができる。パーキンソンの対象者では、適切な投薬量を決定し、パーキンソンの
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対象者の心不全のリスクを低減するために、投薬サイクルの間にそのようなデータまたは
分析結果を追跡すること（格納することまたは送信することを含む）ができる。
【００９１】
　別の例では、例示的なコンフォーマル心臓センサシステムは、心臓不整脈検知デバイス
として使用することができる。この例では、コンフォーマル心臓センサシステムは、集め
られた心臓データに基づいて対象者の疑わしい不整脈を特定するための心臓のモニタとし
て使用すること、および任意選択により、その表示を出力する（例えば、図１Ｂのフィー
ドバックコンポーネント１０９を介して）ことができる。診断が難しい対象者では、心臓
のリズムの継続的または長期間のモニタリングが有益であり得る。例示的なコンフォーマ
ル心臓センサシステムは、医療治療を投与すべきかどうかを評価するために、無症候性発
症を含む心房性不整脈の存在を検出するように、または、対象者が心房細動（ＡＦ）にな
る時間量をモニタするように構成することができる。
【００９２】
　一例では、対象者には、例えば、調合薬、生物学的または他の療法を投与することがで
きる（例えば、図１Ｂの治療コンポーネント１０８を介して）。例示的なコンフォーマル
心臓センサシステムは、投与されている物質によって引き起こされる心臓動悸または心雑
音副作用を検出するように構成することができる。例示的なコンフォーマル心臓センサシ
ステムは、対象者の胴体または他の部分上に配置することができ、実際の発症の間に、継
続的に、連続的にまたは一定の間隔で、ＥＣＧデータを捕捉するために使用することがで
きる。測定値に基づく情報は、メモリに格納されるかまたは送信されたそのような任意の
情報を含めて、これに限定されないが、ホルターカウンタなどの異常なリズムが原因で発
症が起こったかどうかを判断するために分析することができる。
【００９３】
　一例では、例示的なコンフォーマル心臓センサシステムは、連続モニタリングを使用し
て、ＢＰ／高血圧症に対する心拍数の調整の効果を判断するように構成することができる
。前高血圧症を患う対象者は、高血圧症および心臓血管の病気のリスクを有し得る。不規
則な心拍数の連続モニタリングがうまく特徴付けられていない場合は、効率的な治療介入
を遂行することはできない。研究は、心拍数変動バイオフィードバック（ＨＲＶ－ＢＦ）
がＨＲＶおよび圧反射感受性（ＢＲＳ）を増加し、関連する病的症状を低減することを示
している。そのような結果は、前高血圧症に対するＨＲＶ－ＢＦの潜在的に有益な効果を
示唆する。しかし、これらの効果についてはほとんど知られていない。これらの効果は、
心拍数変動を追跡し、任意選択により、その表示を出力する（例えば、図１Ｂのフィード
バックコンポーネント１０９を介して）ようにシステムを構成することによって、本明細
書の原理による例示的なコンフォーマル心臓センサシステムを使用して調査することがで
きる。ＨＲＶ追跡の効果的な結果は、ＨＲＶと強く相関し得る前高血圧症のメカニズムを
解明することである。これらの効果は、心臓の自律神経系の緊張を改善することによって
、新規の行動的心臓神経治療介入であるＨＲＶ－ＢＦがＢＰの低減を強化でき、前高血圧
症を患う個人に対するＢＰ調整を促進できることを示唆する。
【００９４】
　図２６の例では、例示的なコンフォーマル心臓センサシステムは、睡眠呼吸障害を追跡
するため、および任意選択により、その表示を出力する（例えば、図１Ｂのフィードバッ
クコンポーネント１０９を介して）ために使用することができる。睡眠呼吸障害を患う対
象者が呼吸障害事象を有する際は、一時的な目覚めと関連付けられる自律神経系の覚醒が
あり得る。次いで、対象者は、正常な呼吸を再開し、眠りに戻る。この目覚めの繰り返し
は、心拍数の増加の繰り返しと関連付けることができ、心拍数の増加は、対象者が眠りに
戻るとベースラインに戻る。例示的なコンフォーマル心臓センサシステムは、ＱＲＳ検出
アルゴリズム（ＥＣＧにおける３つのグラフ上の振れの組合せをモデル化するために使用
される）に基づいて、Ｒ－Ｒ間隔を測定することによって、これらの事象を追跡するよう
に構成することができる。この測定値は、呼吸によって引き起こされた加速度計測定値（
例えば、胸部の動きの変化を示す）と結合することができ、睡眠時無呼吸の突然の事象の
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開始と相関させることができる。このデータ分析に基づいて得られた情報は、睡眠サイク
ルの間に睡眠時無呼吸を患う対象者の連続モニタリングのために使用することができる。
低プロファイルのコンフォーマル心臓センサシステムは、睡眠時無呼吸を患う対象者の一
部分への使用および接着に対してそれを魅力的なものにする。
【００９５】
　例示的なコンフォーマル心臓センサシステムは、心拍数または活動を決定するために使
用することができる。例示的なコンフォーマル心臓センサシステムは、加速度計コンポー
ネントおよびＥＣＧコンポーネントを含み得る。また、システムは、光センサコンポーネ
ントおよび／またはＥＣＧコンポーネント（例えば、分析で使用するための測定値を提供
するために、システムが胸部の最も近くに配置される）も含み得る。
【００９６】
　例示的な実装形態では、コンフォーマル心臓センサシステムは、センサ測定データ値に
基づいて対象者の心拍数変動を決定し、その表示を出力する（例えば、図１Ｂのフィード
バックコンポーネント１０９を介して）ように構成することができる。心拍数変動を表す
情報は、対象者の疲労または即応力のインジケータとして使用することができる。
【００９７】
　本明細書の例示的なコンフォーマル心臓センサシステムは、個人の総合的な心臓即応力
を決定するため、および、その表示を出力する（例えば、図１Ｂのフィードバックコンポ
ーネント１０９を介して）ために使用することができる。例えば、個人の心臓即応力の高
い変動の決定は、対象者が良い身体のフィットネス状態にあるかまたは平均的な個人より
良い身体のフィットネス状態にあるという表示として使用することができる。低い変動の
決定は、個人が平均的な個人より悪い身体のフィットネスレベルであるという表示として
取ることができる。
【００９８】
　例示的な実装形態では、コンフォーマル心臓センサシステムは、特定の心臓事象を示す
心臓活動（心拍数を含む）のパターンを検出するように構成することができる。例えば、
コンフォーマル心臓センサシステムは、患者の心臓センサ測定値を心臓事象の標準値と比
較することによって、特定の事象の発生を決定するように構成することができる。標準値
は、特定の事象の以前の事例において以前に記録された測定値（例えば、特定の事象を経
験する同じ対象者および／または他の対象者からの記録）に基づくシミュレーションされ
た信号曲線または複合信号であり得る。
【００９９】
　例示的な実装形態では、コンフォーマル心臓センサシステムは、心拍数変動を測定し、
身体活動に対する持久力など、特定のタイプの体調に対する対象者の総合的な身体のフィ
ットネスのインジケータを提供する（例えば、図１Ｂのフィードバックコンポーネント１
０９を介して）ためにデータを分析するように構成することができる。システムの光セン
サコンポーネントまたはＥＣＧコンポーネントは、分析で使用するための追加のデータ測
定値を提供するために使用することができる。この例では、心臓センサは、一連の測定プ
ロファイルからの偏差を体調が望ましくないというインジケータとして使用できるように
、個々の対象者の状態の各々と一致するようにパターン化するように構成することができ
る。例えば、心臓センサは、対象者の測定値が所望の基準の範囲から外れた場合に、ユー
ザ（対象者、または、指導者もしくは医者などの同意を得た第三者を含む）に警告するた
めに比較のポイントとして対象者の心拍数変動のベースラインを決定するように構成する
ことができる。例えば、心臓センサは、心臓センサ測定値に基づいて、ＶＯ２最大値（最
大酸素消費量、最大酸素摂取量、ピーク酸素摂取量または最大有酸素容量とも呼ばれる）
の値を決定するように構成することができる。ＶＯ２最大値は、漸増運動の間に酸素を輸
送および使用する対象者の身体の最大容量の表示を提供し、対象者の身体のフィットネス
を測る基準として使用することができる。
【０１００】
　例示的な実装形態では、コンフォーマル心臓センサシステムは、動作の測定値と結合さ
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れる心拍数を測定し、結果を分析し、対象者の労作および／または強度のインジケータを
提供する（例えば、図１Ｂのフィードバックコンポーネント１０９を介して）ように構成
することができる。例えば、分析を使用して、対象者の身体の心臓血管必要量および能力
のインジケータを提供することができる。
【０１０１】
　例示的な実装形態では、コンフォーマル心臓センサシステムは、動作の測定値と結合さ
れる心拍数を測定し、対象者のエネルギー消費量のインジケータを提供する（例えば、図
１Ｂのフィードバックコンポーネント１０９を介して）ように構成することができ、その
結果、よりロバストなデータセットの結果としてより正確なカロリー演算が得られる。一
例では、センサは、心拍数、聞くレート変動および加速度測定法の測定値を組み合わせる
ように構成することができる。
【０１０２】
　例示的な実装形態では、コンフォーマル心臓センサシステムは、動作の測定値と結合さ
れる心拍数を測定し、対象者の活動レベルのインジケータを提供する（例えば、図１Ｂの
フィードバックコンポーネント１０９を介して）ように構成することができる。例えば、
センサ測定データの分析を通じて、対象者の正確な活動レベルを推定することができる。
例えば、ユーザの加速の測定値が集中しており、心拍数の測定値が増加していない場合は
、ユーザはほぼ完全な静止状態であるが、非常に低い労作活動（例えば、書くかまたはタ
イプする）にも従事していると判断することができる。
【０１０３】
　例示的な実装形態では、コンフォーマル心臓センサシステムは、動作の測定値と結合さ
れる心拍数を測定し、対象者の睡眠の質のインジケータを提供する（例えば、図１Ｂのフ
ィードバックコンポーネント１０９を介して）ように構成することができる。例えば、加
速度計測定データと心拍数測定データとの比較は、対象者がＲＥＭ睡眠を妨げることなく
夜中にただ動いているだけであるか、または、ＲＥＭ睡眠の妨げを実際に経験しており、
その結果、安静および／または睡眠の質を失っているかを判断するために使用することが
できる。
【０１０４】
　例示的な実装形態では、コンフォーマル心臓センサシステムは、心拍数を測定し、その
結果の分析に基づいて、対象者の心配レベルの表示を提供する（例えば、図１Ｂのフィー
ドバックコンポーネント１０９を介して）ように構成することができる。例えば、システ
ムは、対象者の活動に著しい変化があるかどうか、または、心拍数に著しい増加があるか
どうかを判断するために、心拍数データを加速度計からのデータと相互参照するように構
成することができる。この分析に基づいて、システムは、心配レベルが変化する表示と一
致する心拍を検出するために、対象者の心拍の質を決定することができる。また、データ
を分析して、ストレスのインジケータに対する心拍数を決定することもできる。
【０１０５】
　例示的な実装形態では、コンフォーマル心臓センサシステムは、心拍数を測定し、不整
脈、頻脈、細動および徐脈を含む心臓の可塑性および異常の検出のために結果の分析を使
用するように構成することができる。そのような状態に関するフィードバックは、ユーザ
に提供することができる（例えば、図１Ｂのフィードバックコンポーネント１０９を介し
て）。システムの光センサコンポーネントまたはＥＣＧコンポーネントは、分析で使用す
るための追加のデータ測定値を提供するために使用することができる。いくつかの制御さ
れていない事象は心拍数に衝撃を与える可能性があり、分析により、異常状態よりむしろ
、制御されていない事象が潜在的に示される可能性があるため、例示的なシステムは、制
御されたシナリオの下で実装することができる。例えば、ユーザの活動は、洞性不整脈の
衝撃または心臓への物理的衝撃を有し得る。
【０１０６】
　例示的な実装形態では、コンフォーマル心臓センサシステムは、心拍数を測定し、心臓
活動のタイミングおよび／または心臓機能の質に関する意思決定を支援することができる
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情報を提供するように構成することができる。例えば、心拍数および加速度測定法におけ
る測定データの分析は、ユーザ（またはユーザの心臓）が異常な状況下にある時間の表示
をユーザに提供するため、および、例えば、軍隊、極めて身体的なまたはストレスが多い
ビジネス状況において決定を行う前に個人が待つことを考慮すべき際にそれをユーザに提
供するために使用することができる。
【０１０７】
　例示的な実装形態では、コンフォーマル心臓センサシステムは、身体活動により対象者
が有酸素レジームにあるかまたは無酸素レジームにあるかなど、身体活動の間の対象者の
レジームの表示を提供する（例えば、図１Ｂのフィードバックコンポーネント１０９を介
して）ように構成することができる。システムの光センサコンポーネントまたはＥＣＧコ
ンポーネントは、分析で使用するための追加のデータ測定値を提供するために使用するこ
とができる。例えば、無酸素レジームは、活動の間はこれはグルコース（有酸素レジーム
）とは対照的に脂肪が燃焼されている時のものであるため、より望ましい場合がある。例
えば、システムは、これらに限定されないが、トレッドミル上で走ること／歩くこと、ま
たは、自転車型トレーニングマシン上で自転車を漕ぐことなど、一定の身体的な労作の下
での対象者の状態を判断するように実装することができる。
【０１０８】
　例示的な実装形態では、コンフォーマル心臓センサシステムは、測定が実行されていな
い際は低電力ステータスを維持するように構成することができる。一例では、コンフォー
マル心臓センサシステムは、低電力の搭載エネルギー供給コンポーネント（例えば、低電
力バッテリ）を用いて構成することができる。一例では、コンフォーマル心臓センサシス
テムは、搭載エネルギーコンポーネントを用いずに構成することができ、エネルギーは、
誘導結合または他の形態のエネルギー収穫を通じて得ることができる。これらの例示的な
実装形態では、心臓センサコンポーネントは、トリガ事象が起こるまで、実質的に休眠の
低電力状態またはＯＦＦ状態で維持することができる。例えば、トリガ事象は、値または
程度の指定閾値範囲を上回る動作（または、適用可能な場合は、筋肉活動）を受けている
、システムが結合されるかまたは配置される身体の部位またはオブジェクトのものであり
得る。そのような動作の例は、これらに限定されないが、身体的な労作の間の上腕二頭筋
または大腿四頭筋の動き、倒れる動き（例えば、高齢患者の場合）または身体の震え（例
えば、てんかん患者の事例、まひまたはパーキンソン病に起因する）などの腕または他の
身体の部位の動きであり得る。そのような動作の他の例は、例えば、ゴルフクラブスイン
グ、ボールの動きなどのオブジェクトの動きであり得る。別の例では、コンフォーマル心
臓センサシステムは、近距離無線コンポーネント（ＮＦＣ）を含み得、トリガ事象は、Ｎ
ＦＣコンポーネントを使用して登録することができる。他の例では、トリガ事象は、音ま
たは他の振動、光レベル（例えば、ＬＥＤ）または磁場の変化、温度（例えば、外部の熱
レベルの変化またはある領域への血液の激しい流れ）、ＥＥＧ、化学的または生理学的測
定（例えば、環境花粉もしくは汚染レベルまたは血中グルコースレベル）であり得る。一
例では、トリガ事象は、一定の時間間隔で開始することができる。システムは、トリガ事
象の発生がマイクロコントローラのトリガを引き起こし、次いで、測定値を取るためにマ
イクロコントローラがコンフォーマル心臓センサシステムのＥＣＧ、加速度計および／ま
たはＥＭＧコンポーネントあるいは他のセンサコンポーネントを起動させるように構成さ
れるように、構成することができる。
【０１０９】
　例示的な実装形態では、コンフォーマル心臓センサシステムは、皮膚軟化剤、調合薬も
しくは他の薬、生物学的物質または他の治療用物質を投与または送達するための１つまた
は複数のコンポーネント（例えば、図１Ｂの治療コンポーネント１０８）を含み得る。一
例では、投与または送達するためのコンポーネントは、ナノ粒子、ナノチューブまたはマ
イクロスケールコンポーネントを含み得る。一例では、皮膚軟化剤、調合薬もしくは他の
薬、生物学的物質または他の治療用物質は、身体の部位に最も近いコンフォーマルセンサ
システムの一部分上のコーティングとして含めることができる。トリガ事象（上記で説明
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される任意のトリガ事象など）の発生の際、コンフォーマル心臓センサシステムは、皮膚
軟化剤、薬、生物学的物質または他の治療用物質の送達または投与をトリガするように構
成することができる。トリガ事象の発生は、ＥＣＧ、加速度計および／またはＥＭＧある
いは他のセンサコンポーネントの測定であり得る。トリガ事象の際、マイクロコントロー
ラは、投与または送達のための１つまたは複数のコンポーネント（例えば、図１Ｂの治療
コンポーネント１０８）を起動させるように構成することができる。送達または投与は、
経皮的なものであり得る。いくつかの例では、送達または投与される物質の量は、例えば
、トリガ事象が、筋肉の動き、倒れる動きまたは他の定量化可能なトリガ事象の大きさに
基づく場合は、トリガ事象の大きさに基づいて校正、相関またはそうでなければ修正する
ことができる。いくつかの例では、システムは、例えば、身体の部位の一部分に最も近い
抵抗要素、金属または他の要素中に電流を通過させることによって、身体の部位の一部分
を加熱するように構成することができる。そのような加熱は、身体の部位への皮膚軟化剤
、薬、生物学的物質または他の治療用物質のより都合の良い送達または投与（例えば、経
皮的な）を支援することができる。
【０１１０】
　例示的な実装形態では、コンフォーマル心臓センサシステムは、インスリン、インスリ
ンベースのまたは合成インスリン関連の物質を投与または送達するための１つまたは複数
のコンポーネント（例えば、図１Ｂの治療コンポーネント１０８）を含み得る。一例では
、インスリン、インスリンベースのまたは合成インスリン関連の物質は、身体の部位に最
も近いコンフォーマルセンサシステムの一部分上のコーティングとして含めることができ
る。トリガ事象（上記で説明される任意のトリガ事象など）の発生の際、コンフォーマル
心臓センサシステムは、インスリン、インスリンベースのまたは合成インスリン関連の物
質の送達または投与をトリガするように構成することができる。トリガ事象の発生は、Ｅ
ＣＧ、加速度計および／またはＥＭＧあるいは他のセンサコンポーネントの測定であり得
る。トリガ事象の際、マイクロコントローラは、インスリン、インスリンベースのまたは
合成インスリン関連の物質の投与または送達のための１つまたは複数のコンポーネントを
起動させるように構成することができる。送達または投与は、経皮的なものであり得る。
送達または投与される物質の量は、トリガ事象（例えば、血中グルコースレベル）の大き
さに基づいて校正、相関またはそうでなければ修正することができる。
【０１１１】
　本明細書では、本発明の様々な実施形態について説明し、示してきたが、当業者であれ
ば、機能を実行するためならびに／あるいは本明細書で説明される結果および／または１
つもしくは複数の利点を得るための各種の他の手段および／または構造が容易に想像され
、そのような変形形態および／または変更形態の各々は、本明細書で説明される本発明の
実施形態の範囲内にあると考えられる。より一般には、当業者であれば、本明細書で説明
される全てのパラメータ、寸法、物質および構成は例であることが意図され、実際のパラ
メータ、寸法、物質および／または構成は本発明の教示が使用される１つまたは複数の特
定のアプリケーションに依存することが容易に理解されよう。当業者であれば、本明細書
で説明される本発明の特定の実施形態の多くの均等物が認識されよう、あるいは、単なる
日常の実験を使用して確認できよう。従って、前述の実施形態は単なる例示として提示さ
れ、本発明の実施形態は具体的に説明される方法とは別の方法で実践できることを理解す
べきである。本開示の本発明の実施形態は、本明細書で説明される個々の特徴、システム
、物品、物質、キットおよび／または方法の各々を対象とする。それに加えて、２つ以上
のそのような特徴、システム、物品、物質、キットおよび／または方法のいかなる組合せ
も、そのような特徴、システム、物品、物質、キットおよび／または方法が互いに矛盾し
ない場合は、本開示の本発明の範囲内に含まれる。
【０１１２】
　上記で説明される本発明の実施形態は、多くの方法のいずれかで実装することができる
。例えば、いくつかの実施形態は、ハードウェア、ソフトウェアまたはそれらの組合せを
使用して実装することができる。実施形態のいずれかの態様がソフトウェアにおいて少な
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くとも部分的に実装される際は、ソフトウェアコードは、単一のデバイスもしくはコンピ
ュータで提供されるか、または、複数のデバイス／コンピュータ間で分配されるかにかか
わらず、任意の適切なプロセッサまたはプロセッサの集合体上で実行することができる。
【０１１３】
　また、本明細書で説明される技術は、少なくとも１つの例が提供されている方法として
具体化することができる。方法の一部として実行される行為は、任意の適切な方法で順番
付けることができる。それに従って、示される実施形態において順次的な行為として示さ
れている場合であっても、いくつかの行為を同時に実行することを含めて、示される順番
とは異なる順番で行為が実行される実施形態を構築することができる。
【０１１４】
　「ａ」および「ａｎ」という不定冠詞は、本明細書で使用される場合、これと異なる明
確な指示がない限り、「少なくとも１つ」を意味するものと理解すべきである。
　「および／または」という記載は、本明細書で使用される場合、そのように等位結合さ
れた要素、すなわち、ある事例では連言的に存在し、他の事例では選言的に存在する要素
の「いずれかまたは両方」を意味することを理解すべきである。「および／または」と共
にリストされた複数の要素は、同じ様式で、すなわち、そのように等位結合された要素の
うちの「１つまたは複数」と解釈すべきである。他の要素は、「および／または」という
記載によって明確に同定された要素を除いて、明確に同定されたそれらの要素に関連する
か関連しないかにかかわらず、任意選択により存在し得る。従って、非限定的な例として
、「Ａおよび／またはＢ」への言及は、「備える」などの制限のない言語と併せて使用さ
れる際は、一実施形態ではＡのみ（任意選択により、Ｂ以外の要素を含む）を指し得、別
の実施形態ではＢのみ（任意選択により、Ａ以外の要素を含む）を指し得、さらなる別の
実施形態ではＡとＢの両方（任意選択により、他の要素を含む）を指し得る。
【０１１５】
　本明細書で使用される場合、「または」は、上記で定義されるような「および／または
」と同じ意味を有するものと理解すべきである。例えば、リストの項目を分離する際は、
「または」または「および／または」は、包括的なもの、すなわち、要素の数またはリス
トの少なくとも１つを含むが、２つ以上も含み、任意選択により、リストにない追加項目
も含むと解釈されるものとする。「～のうちのたった１つ」、「～のうちの厳密に１つ」
または「～から成る」など、これと異なる明確な指示がある用語のみ、要素の数またはリ
ストのうちの厳密に１つの要素の包含を指すことになる。一般に、「または」という用語
は、本明細書で使用される場合、「～のいずれか」、「～のうちの１つ」、「～のうちの
たった１」または「～のうちの厳密に１つ」などの排他性の用語が先行する際は、単に、
排他的な代替例（すなわち、「一方または他方であり、両方ではない」）を示すものと解
釈されるものとする。
【０１１６】
　本明細書で使用される場合、「少なくとも１つ」という記載は、１つまたは複数の要素
のリストに関して、要素リストの要素のいずれか１つまたは複数から選ばれた少なくとも
１つの要素であるが、必ずしも要素リスト内に明確にリストされる各要素およびあらゆる
要素の少なくとも１つを含むわけではなく、要素リストの要素の任意の組合せを除外する
わけでもないことを意味するものと理解すべきである。また、この定義は、「少なくとも
１つ」という記載が指す要素リスト内で明確に同定された要素を除いて、明確に同定され
たそれらの要素に関連するか関連しないかにかかわらず、要素が任意選択により存在し得
ることも可能にする。従って、非限定的な例として、「ＡおよびＢの少なくとも１つ」（
あるいは、同等に「ＡまたはＢの少なくとも１つ」、または、同等に「Ａおよび／または
Ｂの少なくとも１つ」）は、一実施形態では、少なくとも１つ（任意選択により、２つ以
上を含む）のＡであり、Ｂは存在しない（任意選択により、Ｂ以外の要素を含む）を指し
得、別の実施形態では、少なくとも１つ（任意選択により、２つ以上を含む）のＢであり
、Ａは存在しない（任意選択により、Ａ以外の要素を含む）を指し得、さらなる別の実施
形態では、少なくとも１つ（任意選択により、２つ以上を含む）のＡおよび少なくとも１
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つ（任意選択により、２つ以上を含む）のＢ（任意選択により、他の要素を含む）などを
指し得る。
【０１１７】
　本開示の特定の実施形態とアプリケーションを示し、説明してきたが、本開示は本明細
書で開示される正確な構成および組成に限定されず、添付の請求項で定義されるように、
本発明の精神および範囲から逸脱することなく、前述の説明から、様々な変更形態、変化
および変形形態が明らかであり得ることを理解すべきである。
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